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鈴木晴男先生を悼む 
宇佐美 昭次 

早稲田大学名誉教授，本会名誉会員，鈴木晴 

男先生は平成12年11月13日午前4時45分逝去 

されました。79才のご生涯あまりにも突然な 

ことでした。 

先生は昭和21年9 月本学理工学部応用化学 

科を卒業され直ちに大学院特別研究生として昭 

和23年9月前期2年終了，同年12月助手に就 

任，以後昭和25年4月専任講師，昭和31年4

月助教授，昭和35年1月には工学博士の学位 

を授与されておられます。昭和39年4 月教授 

に昇任，以来平成3年3月定年により退任され 

るまで40余年の長きにわたり有機化学，デン 

プンを主とした炭水化物化学および生物化学の 

分野において学術の研究と教育に専念され，輝 

かしい業績をあげられました。とくにデンプン 

の性質と測定法，可溶性デンプン，デンプン誘 

導体の合成など，デンプン化学に関する一連の 

研究成果を数多くの論文として発表，学術的に 

も工業的にも高く評価され広く食品工業の発展 

に貢献されました。 

先生は温容で，人格円満，高い学識により研 

究と教育にあたられ，数多くの卒業生を学会， 

産業界に送り出されました。学生の教育には常 

に強い情熱をもってあたられ，魅力に満ちた講 

義と実験指導をなされ，学生に深い感銘をあた 

えました。 

先生は本学ご退任後は専門学校佐伯栄養学校 

で食品学の講義を担当，若い学生への教育を続 

けておられました。数年前より奥様が健康を害 

され，先生は学校に出向く折は奥様とご一緒に 

リハビリ施設へ，学校での講義を終えられると 

施設に寄られ帰宅される日々を送っておられた 

とお聞きしておりました。昨年春ごろから徐々 

に痩せられてきたことを案じ，奥様は度々医師 

の診察をすすめられていたそうです。 

学校での講義は8月上旬の夏期講習まで続け 

られておられました。休みに入って医師の診察 

を受け，直ちに国立病院東京医療センターに入 

院,精密検査を受けられましたところ大変なご 

病状と診察されました。 

間もなく奥様より電話をいただき,ご病状な 

どについてもお聞きいたしました。急ぎ病室に 

早稲田大学理工学部教授 

（昭和30年卒 新制5回） 

出向きましたところ，先生はベットの上に座り， 

どうも教室の（故）佐藤先生と同じ病気らしい 

こと，ノートを手に，書き直そうと思ったが， 

改めてペンを持つ気力もなくなったので書きと 

って欲しいと申されました。 

学校での期末テストの採点を頼む，葬儀は身 

内だけでの密葬とし，お別れ会なども考えない 

ように，大学年金の手続など伝えられましたが， 

私はそんなことを申されると大変悲しい想いと 

なる，健康の回復に努めて欲しいと言うのが精 

一杯でした。 

最後にお会いしたのはお亡くなりになる3 日 

前でした。その日午後は点滴を止められたとの 

ことで，お言葉は不明瞭でしたが，奥様，妹様 

にあれこれ指示されておられました。先生はご 

自分用の香料をお持ちで，それを指示されてい 

たようでした。奥様のお話では，入院後3度月 

の最後のご帰宅となった折にも，鮮かな手つき 

で瓶からスポイトで数種の香料を吸いあげ，病 

室にお持ち帰りになったとのことでした。 

11月15日通夜，翌日16日告別式を中目黒の 

正覚寺内実相会館でいとなまれました。奇しく 

も恩師武富昇先生と同じ場所でした。告別式で 

の奥様のご挨拶の中で，先生は自ら延命のため 

の治療は求めなかったこと，そして喪中のご挨 

拶状には眠るように，また風のように他界され 

たとありました。 

長年のご指導に感謝し謹んでご冥福をお祈り 

申し上げます。 

「叡知院法誼日晴居士」 

合掌 

（ご令室 鈴木百合子様の連絡先は下記のとお 

りです） 

〒 1認一0083 世田谷区奥沢3 丁目33-13

ロイヤルライフ奥沢605室 

電話 03-3刀8-6224

FAX 03-3748-4954
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鈴木晴男先生を偲んで 
羽白 昌平 （昭平U 26年応用化学科卒．新制1回） 

鈴木晴男先生の御逝去を伺ったのは12月も 

終わろうとする頃で大変申し訳ないことと恐縮 

しております。心よりお詫びも致します。 

鈴木先生との出会い，直接御指導賜わる様に 

なれたのには，スンナリと決まったのではあり 

ませんでした。 

昭和20年8月終戦となり，180度変った人生 

を目指すべく，翌年第一高等学院に入学し，学 

制変更で途中から新制大学に切替えられ，学生 

生活も短縮を余儀なくさせられ，昭和26年3

月にI日制32回生の人達と同時に卒業となった 

のです。 

学院の頃から，あるセメント会社社長のご家 

族と関わっていたこともあって，卒論は字野研 

（故宇野昌平教授）を希望していたが，何しろ 

卒業生が平年の倍余の年であり，先生からも定 

員オーバー（?）を理由に断わられ，巳むなく 

武富先生にお願いに伺ったがここでも一杯だと 

言われ，その足で当時猿井さんの隣の狭い部屋 

に案内された。 

未だ先生は助教授になられた直後か，助手の 

時代だったか定かではないが，部屋の隅で 

Chemical Abstractを手離さず，黙々と勉強な 

さっている姿が今でも焼きついている。 

部屋では旧制のA氏，T氏のお二人が肩を寄 

せ合いながら実験しておられた事も昨日の様に 

思い出される。 

鈴木先生から頂いた卒論テーマは，先輩が実 

験していた 「メタノールを炭素源とする酵母の 

培養」というものであった。 

先生は黙々と勉強され，穏やかな口調で要点 

を教えて下さった。決してお叱りにならなかっ 

た。いや，出来の悪い門下生としては,何度も 

注意を受けていた筈だがそんな印象が全くな 
い0

どんな纏め方をしたのか想い浮ばないが，無 

事卒業させて貰った次第で，本当に冷汗三斗の 

想いが今でもする。と同時に今日自分が何んと 

かあるのも鈴木先生のお蔭と感謝している。 

例えば 就職についても，前記理由（倍の卒 

業生）と自分の成績と考え合わせて，とても無 

理だと思い乍ら，あのセメント会社に伺った処， 

今年は機械の卒業生が必要で，昨年応化生を採 

ったから今年は採らぬと言われ，鈴木先生にお 

槌りして大学院に進むことにした。処がこれ又 

・身上の都合で取りやめさせられた。 

4 月も終ろうとする頃，某社が最近パン酵母 

の製造を始めたから来ないかと誘われ，T酒造 

会社に入ることが出来た。 

本当にタイミング良く，鈴木先生から頂いた 

卒論を実践できると喜んで40有余年この業界 

に携って来られたのも先生のお蔭と感謝してい 

る。 

加うるに，良き友人にも多く恵まれ，その一 

人のT君は 同業大手に入社され，パン酵母製 

造技術全般に亘って，数々の知恵を拝借し，励 

ましてくれたことも忘れられぬ想い出のーつで 

ある。 

そんなある時，宇佐美先生から 「鈴木晴男先 

生の古希を祝う会」 を行ないたいので，是非会 

長になって欲しい旨のお声がかかり，その任は 

重すぎるからとお辞退申し上げたが，宇佐美先 

生は100％お力添え下さるからとのお言葉に甘 

えて会長として御祝辞を述べさせて頂き鈴木晴 

男先生御夫妻を囲んで，鈴木研の諸兄と楽しい 

想い出を作らせて頂いた。 

この度の御逝去に際し，先生の御冥福を心か 

らお祈り申しヒげます。 
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鈴木晴男先生の思い出 

ーコピー機，電卓，パソコンも無かった時代―-

三宅 悦郎 （昭和30年応用化学化科，大学院3回） 

私は今から46年前，昭和30年に，新制大学 

院3回生として，応用化学科の修士課程を修了 

した。その時論文を書くため,研究室で直接鈴 

木先生のご指導に預かった者として，当時を振 

り返ってみたいと思う。 

昭和30年頃の研究室 

当時鈴木先生は，現在の応用生物化学教室の 

基礎を築かれた故武富昇教授のもとで専任講師 

をしておられ，30才を2つ， 3つ超えられた 

頃だと思う。スラリ背が高く，鼻筋のとおっ 

た端正な顔立ちで，口数も少なく，ジョークも 

言われない超真面目で，近寄り難い先生という 

印象があった。 

理工学部は，当時本部キャンパス内にあり， 

応用化学科は，演劇博物館に向かって左側の建 

物で，アーケードをくぐり右折して，現在の中 

央図書館（元阿部球場）に至る右側の9 号館と 

いう建物がそうであった。勿論この建物は現在 

もある。 

鈴木先生は，この建物の応用化学実験室とい 

う看板のある‘寸薄暗い入り口を入り，階段を 

上がった2 階すぐ右側の狭い実験室におられ 

た。黒褐色の重厚な木製ドアを開けて入ると， 

中央に大きな実験台があり，左右には，薬品棚， 

恒温水槽，乾燥機等が所狭しと並んでおり，鉛 

貼りの流しには，あの懐かしいクロコンがおお 

きなビーカーに入れられ，黒ずんだワイン色で 

置かれていた。またその横には蒸留水をつくる 

ため，ガラス器具をゴム栓で組み立てた装置で， 

フラスコの水がぽこぽこと沸騰していた。ユニバ 

ーサルジョイントのガラス器具は当時あるにはあ 

ったが,高価で大学では一般的ではなかった。 

先生は一番奥の窓際に木製の机を置いておら 

れた。その隣りにもうーつ小さな机があり, こ 

の机を私が使わせて頂いたように覚えている。 

当時は，教授の部屋でも冷房は勿論，暖房も 

無かったが，乾燥機や恒温槽を室内で使ってい 

たので，部屋は意外と暖かく，若かったせいも 

あり寒さは感じなかった。 

先生の机の上には，古びた大学ノートが何冊 

か何時もあった。開いて見ると外国文献の写し 

であった。それは鉛筆書きの細かな文字で，び 

っしりと丁寧に書かれていた。お聞きしてみる 

と，戦後外国文献が一般には全く手に入らなか 

った頃，進駐軍が日本の主要都市に，アメリカ 

文化を紹介するため，雑誌や図書を置く場所を 

開設した。東京にも何力所かあり，そこにはか 

なり高度な学術誌もあったという。貸し出しは 

しないので，止むを得ず，朝から弁当持ちで出 

かけていき，目当ての論文をハンドワークで写 

し取ったものであるという。主要なものは，更 

にこれを日本語に訳され整理されており，時々 

見せて頂いた。カラーコピーやスキャナーまで簡 

単に使える今，あの細かな文字で印刷された原 

書を手写しすることなど考えられるであろうか。 

もうーつ，机のLには何時も五つ珠の算盤が 

あった。当時先生は可溶性デンプンの研究を進 

めておられ，ご自分でサンプルや試薬を調製し 

たり，実験や測定をされていた。そのあとデー 

タの整理，数字の計算は，よく算盤を使われて 

いたのを覚えている。 

また先生の机のEには，新聞紙で覆われた箱 

のようなものがあった。何か実験用の測定器で 

も置いてあるのかなと思っていたが，ある時新 

聞紙を一寸上げてみると，それは明らかにお手 

製とわかる真空管ラジオであった。しかしラジ 

オが鳴っているのを聞いたことはなかった。後 

に聞いたことであるが，先生はクラシック音楽 

好きであったという。それから，先生お手製の 

ものとしては光電比色計，定電圧装置などがあ 

ったように思う。また，実験室には，宮崎先生， 

城塚先生，塩沢先生など，若き日の同僚の先生 

方もしばしば来られて，話をされていたのを昨 

日のように覚えている。 

因みに，当時巷ではマンボが大流行。もり，か 

け加円，ラーメンー杯幻～35円の時代であった。 

おわりに 

旧武富研究室，昭和30年卒の学生，院生数 
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人の集まりに「六研会」 なるものがある。これ 

は武富先生の研究室を「第6研究室」と呼んで 

いたのでついた名前であるが，特別なルールは 

何も無くつけたので，2年に一度位，なんとな 

く集まって，飲み食いし，なんとなく解散する 

という気軽な会である。メンバーには，前理工 

学部長の宇佐美先生もおられる。 

この会は，多少の空白はあったものの卒業以 

来続いている。武富，鈴木両先生のご都合に合 

わせて開催したせいもあるが，鈴木先生には殆 

ど毎回ご出席頂いた。退任され名誉教授になら 

れてからの会で，「この頃はよくテレビを見て 

います」とのことなので，「どんな番組です 

▲在職中（研究室ゼミ旅行】河口湖・本栖湖） 

（昭和49年10月31日～11月1日） 

ト退職後（千葉県柏市 

柏の葉公園にて） 

（平成11年5月） 

か？」とだれかが聞くと「時代劇をよく見ます」 

とのこと。さらに「何故ですか？」との問いに， 

冗談まじりに「単純明快で解りやすい」とのお 

答えであった。 

自然科学者として長年研究に携わってこら 

れ，複雑な自然現象も時代劇の結末のように単 

純明快に解決できれば，という思いもあったの 

であろうか。 

その「六研会」は，今年開かれる予定になっ 

ている。しかし，もう鈴木先生のお姿はない。 

寂しい限りである。 

ここに謹んで先生のご冥福をお祈り申しLげ 

る次第であります。 

▲喜寿お祝い会（リーガロイヤルホテル早稲田） 

（平成10年6月） 
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恩師鈴木晴男先生追想 
湯川 宗昭 

英語の苦手な私にとって大学に入学して初め 

て受けたショックは，化学の多くの授業で英語 

の教科書が使用されていたことでした。鈴木先 

生が担当された有機化学も，Organic Chemistry

でした。このため有機化学は苦手な科目になり 

ました。 

ところで，先生は，たまたま1963年入学の 

我々17回生の担任であられたため， 1年次か 

ら何かにつけてお世話になってきました。特に 

3年の冬，1966年1月には，授業料の値上げ 

を発端にした早稲田闘争が活発化して学生側の 

ストライキと，大学側のロックアウトという異 

常な事態になりました。このストライキも，応 

用化学科は早いうちに終結し，いよいよ卒論と 

就職運動の4年になりました。就職に関しては， 

前年度に学園闘争した慶応に対しては，他の大 

学と差別しなかった大手の会社の中には，早稲 

田に対してはシャットアウトする所も出まし 

た。このため,就職の担当をなさっていた鈴木 

先生と篠原先生は，就職を希望した卒業生全員 

の行き先が決まるまで，大変な気苦労をされた 

ことと思われます。 

ここまでは，一般学生としての先生とのおつ 

きあいでしたが，ひょっとしたきっかけから， 

私の卒業論文の指導を鈴木先生に担当して頂く 

ことになり，研究室に通うようになりました。 

しかし，先生が就職担当であったこともあり， 

夏期休暇前は，補酵素に関する英文の輪読会を 

しばらくしただけで，実際の卒論の実験は9月 

に入ってからの4 か月という短期間でした。 

そのころの先生は，少し前に研究されていた 

デンプンリン酸ェステルナトリウムの延長とし 

て，化学反応によるグルコースリン酸ェステル 

（ナトリウム塩）の生成に取り組んでおられま 

した。我々卒論生は，糖類を珪藻土に吸着させ， 

リン酸塩を加え，恒温槽内で加熱（培焼）する 

ことによってエステル化を進めることを中心と 

した部分を担当していました。先生が大学を退 

職された後，喜寿のパーティーを機に約30年 

ぶりに返却された卒論をみると，私は，糖類に 

はグルコースとスクロースを用いてリン酸ェス 

テル化を検討していたことが確認できました。 

脚武蔵野化学研究所 企画開発部 

（昭和42年応用化学科卒・新制171ロI) 

スクロースのリン酸化物は， αーアミラーゼ 

などの酵素で分解して，グルコースリン酸にし 

ていました。これらの卒論実験や輪読会で得ら 

れた知識は，後日私が食品添加物にかかわるよ 

うになったときに大いに助かりました。 

ところで，この卒論実験は，10時頃から午 

後6時頃までが研究室での実験で，その後はタ 

イマーと温度制御器を備えた恒温槽に任せるこ 

とになっていました。このような研究の仕方と 

いい，私より10年以上古い卒業生の卒論まで 

大事に保管されておられたことといい，先生の 

凡帳面さと，一人一人の業績を大切にされたお 

人柄の現れといえましょう。 

また，長年，先生と年賀状のやりとりをされ 

た方々は，よくご存じのことと思われますが， 

先生の賀状には，必ずその年の干支の部分を少 

し大きく強調された十二支表が描かれていまし 

た。これも，先生の生真面目さと凡帳面な面を 

示されたものではなかったでしょうか。今年か 

ら，恒例の十二支表をいただけなくなったのは， 

大変寂しいものです。 

このような大学での先生の想いで以外にも， 

個人的にも，結婚に際して仲人をしていただく 

など，いろいろとお世話いただきました。その 

後，先生の還暦をお祝いする会が開催されるこ 

とになったとき，なにが理由だったのか定かで 

はありませんが，先生のご指名もあって世話人 

の一角に名を連ねさせていただくことになりま 

した。この後も先生の古希・退任の記念会の世 

話人にも名を連ねさせていただきました。これ 

らのお祝いの会の世話人を務めることで前理工 

学部長の宇佐美先生と親しくお話する機会を得 

ることができました。 

その後，宇佐美先生から，今までの業績をま 

とめてみないかとのお誘いを受けまして,ゆっ 

くりですが取りまとめをしております。今にな 

り，このことを考えますと，鈴木先生の深いご 

配慮があったのではないかと想い至った次第で 

す。このまとめを先生にご覧いただけなかった 

ことが，何よりも残念なことになりました。 

紙面もつきましたが，長い間の鈴木晴夫先生 

のご恩に感謝し，ご冥福をお祈り申し上げます。 
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巻頭言 

共育・母港・国際化 

竜 田 邦 明 

鉄腕アトムの世界と思っていた21世紀が既に始まっている。だからといって，ものの見方・考 

え方を変える必要はないかもしれない。しかし，ここで見直してみるのも良い機会であろう。いく 

つか私見を述べてみたい。 

たとえば，「教育」 はこのままでよいのか。高齢化社会になり生涯教育の重要性が喧伝される中， 

「教育」は教え，教えられるものではなく，共に育み育まれる「共育」の方がよいのではないか。 

「生涯共育」である。これは，小学校から大学まですべての教育にも通じるものである。「共育の場」 

となると，個人の「個」が大切になり,教師も生き様を正直にさらす必要がでてくるし，ものの考 

え方（哲学）を明確に提示しなければならなくなる。これが真の 「教育」すなわち 「共育」であろ 

う 
学生諸君は卒業すると，教師とは師弟関係はあっても上下関係はなくなり，人間と人間のつきあ 

いをすることになる。時にはライバルであるが，お互いの間でいつまでも「共育」が続く。そこに， 

個人的な理解，友情，信頼，敬愛の念が生まれる。個人的敬愛は最強の安全保障であると考えてい 

る 

その「共育の場」を提供する同窓会は多くの人と人とのインターフエイスとして存在価値を増し， 

「母校は母港」という意識を発信する拠点になるし，なるべきである。 

同窓諸氏にも，出港した多くの船が帰港しリフレッシユして再び出てゆくことの重要さを理解し 

ていただけると確信している。帰港しない船は沈む確率が高くなるのだから。 

さて，その出港の目的地は，これからは外国である。好むと好まざるにかかわらず国際化に順応 

し克服しなければ生きていけない。 

国際化とは「virtual の世界」が「realの世界」になることである。すなわち，テレビ画面で見て 

いたマイク・タイソンと直接対戦することである。しかも，戦うだけでなく勝たなければならない。 

国際的リーダーに要求されるものは，語学，社会性，科学知識，教養（文化，芸術，食文化，宗教 

など），本仕精神，アジア情報などなどであるが，最も大切なことは「何をなすべきか」というこ 

とである。その「何」にさらに，speed up, flexibility, creativityが要求される。日本は所詮Far

Eastの国である。Speed upで諸外国に対応するしかない。頭が固すぎてはまわりを見ることもで 

きないのでflexibility が必要である。そして最後にcreativity である。最初にcreativity を考えすぎ 

るあまり一歩も踏み出せないことがよくある。まずは，持っているもので知的機動力（speed up) 

をもって打って出ることが大切である。 

「広く世界に活動す可き」は早稲田大学の建学の精神「教旨」の中のーつに挙げられている。特 

に若い同窓諸氏には国内にとどまらず，世界で活躍する早稲田マン＆レディーを目指してほしいと 

願っている。 

早稲田大学理工学部応用化学科 主任教授 本会副会長 
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随 

40年近い応化生活 を顧みて 

今春大勢を御迎えして，早稲田大学教授とし 

ての最終講義を大教室（1月26日（金）午 

後】57-201 号室）で開催賜り，また，研究室 

出身の先駆的代表者（8名）による学際領域研 

究者のためのシンポジウム 「機能高分子材料の 

新展開】創造性ある開発例に学ぶ」(3月17日 

（土）本学・情報センター 井深記念ホール） 

が企画され，未来産業や人類社会の動向を予測 

した講演会が盛会裡に終了した後，一息入れて， 

私の教授退任の記念会（リーガホテルのロイヤ 

ルホール）を開催戴きました。長い問御世話に 

なりました本学並びに関連学界の大勢の先生 

方，それに久し振りに御目にかかる社会人とし 

て御活躍の皆さん方,沢山の人数（420名超） 

がわざわさ准，参集戴きました。心から感謝を申 

し上げた次第です。また，学界の偉い先生方に 

も御参加賜り恐縮致しながら，御礼を申し上げ 

た次第です。 

不遜の誇りを免れないのですが，実は新年恒 

例になっている私共の同窓会「高研会」の総会 

で，連続30年御勤め戴いた初代会長の巾曽根 

荘三大先輩が，御挨拶の冒頭に今年は第44回 

目の総会，という御話に驚きました。とすると， 

ぼんやりしております問に何と私も40年近い 

間，仕事をさせて戴いたことを改めて確認した 

のです。そんな長期間が経過したことは，御指 

摘まで思ってもいなかった訳です。 

退任に当り上述のような機会を与えて戴き， 

誠に光栄で感謝に耐えません。私は久しぶりで 

御参集戴いた皆様に，研究室とは名だけで何の 

早稲田大学 名誉教授 工学博上 専門】高分子錯体・高 
分子科学（昭和35年 大学院第8回修I応用化学専攻） 

土 田 英 俊 

設備もなかった最初の状態から，今日最小限は 

整って何とか仕事ができるように成った発展を 

理解戴くためにも，高分子研があるのは皆さん 

の成果の集積と，歴史的経過の話を準備致しま 

した。申し上げる標題に到達できた経緯を，御 

挨拶させて戴きました次第です0

良き師に恵まれて： 私は大学院で篠原功先 

生にお仕えしました。先生は当時和紙抄造に必 

須の黄濁葵根（おうしょっきこん）から抽出した， 

粘質物（天然高分子】mucopolysaccharide) 

の構造と溶液粘弾性（rheology) を研究してお 

られました。この物質の溶液中で，格（こうぞ） 

や三極（みつまた）などの叩解繊維を水中に分 

散揺動させて繊維質の沈降を計ると，繊維配列 

の不規則性増加（randomness ）が起こり抄紙 

が進行する。この粘質物の構造はラムノース2

分子とグルクロン酸が規則的繰返しで結合して 

いる高分子で，天然には時にカルシウムイオン 

や，タンパク質が架橋している構造として当時 

はじめて決定されました。この溶液はエチルア 

ルコールで脱水分離でき，非常に椅麗なフィブ 

リル状の結晶体ができます。面白いので講義実 

験をしたこともあります。1リットルのビーカ 

ーを二つ置き，片方に3 ％溶液を人れますと外 

見は同じですが，強い粘弾性のため,片手を人 

れこの水溶液を掴んで，隣の空のビーカーへ移 

すことができるのです。実際そういう高分子溶 

液が本当に存在するのです。最近では分子量が 

40万以上というポリオキシエチレンも合成出 

来ておりますが，黄濁葵抽出溶液と同じような 

粘弾性挙動は，未だに出現しておりません。高 

分子の面白さを示す一例として,水を手掴みで 

移すと中しましたが，移した後のビーカー内壁 

は濡れており，数lOmlの溶液が残留しており 
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ます。最初は不慣れで戸惑いもありましたが， 

それらの体験は今日みても実に有益で興味深い 

ものでした。多分先生はよく御存知の上で課題 

を与えて戴けたと思い感謝しております。 

大学院の講義は賛沢なもので著名な教授で 

も，大体は院生2 --3 名，あるいは4 名が受講 

や討論をする形式で随分親近感に富み,得る処 

誠に多大でした。特に神原 周先生の高分子の 

講義は御自身の体験が含まれるので興味津々で 

した。篠原先生の御意向もあって新しい設備や 

道具類を使う実験には神原研（東工大）にお邪 

魔するようになり，その内に給与まで頂戴する 

ことになり，新しい研究も進行し始め，新発見 

もあり，文字通り寝食を忘れて傾倒することも 

多くなりました。私は篠原・神原両先生からの 

御薫陶により今日があると思っております。 

研究展開など： こんな雰囲気から，従来常 

識と違う原理や方法も見つかり，私の研究課題 

も「高分子錯体を利用した多電子移動過程と， 

それを活用する機能分子の産生」に集中できた 

のです。詳しくは最終講義の抄録にゆずります 

が，含ハロゲン高分子から極めて純度の高い初 

めてのtrans ーポリアセチレンの生成，メタル 

化反応による高分子誘導体合成，高分子の静電 

気利用と電f写真など，更に，近年に至っては 

室温ドでの新しい機能高分子合成，空気利用科 

学としてのオキシジェニクスの確立を経て，例 

えば 体内投与して組織細胞の全部に呼吸させ 

生命維持が出来る酸素輸液も誕生し，現在臨床 

治療への応用を待っている処です。 

多くなりました。私は篠原・神原両先生からの 

御薫陶により今日があると思っております。 ましたのも，良き師に恵まれ，沢山の先輩や同 

僚各位からのお力添えを戴けたこと，それに学 

昭和30年代後半のキャンパス】 私が院生 生・院生諸君の協力が励ましに成ったお陰で 

から助手・講師の頃は早稲田もまだ戦後を色濃 す。挫けそうになるといつも思いがけない示唆 

く残していて，社会不安と学生騒動の本拠でし や援助に恵まれ，大過なく責任を果たすことが 

た。最大の思い出は，連日隊を組んでデモに出 でき，本当に感謝の気持ちで一杯です。何と 

かける有様とか，旧図書館前の三号館正面に座 40年近くに亙る長い間，健康で過せましたこ 

り込んだ学生が警棒で打ち叩かれ，警察隊に牛 とと，皆さん方のお力添えで上述のような幾つ 

芽抜きでトラックに収容される始終です。当時 かの感慨をまとめることが出来ましたことも， 

既に空虚な感じが強かった 「人民の敵」とか 浅学非才の私に取りましては，誠に文字通り望 

「社会正義」という言葉が流行していましたが， 外の喜びでございます。 

学生諸君には情熱を掻き立てる合言葉でもあっ 

たのでしょう。それに都バスの行先表示にある 最後に一言 高分子科学の研究室は，永年協 

早大正門は，実は早稲田キャンパスの何処にも 同して参りました同僚 西出宏之教授が中心と 

無い。それが臨時の柵が設けられ検問も行われ 成って，新分野「有機高分子磁性体の展開」で 

るようになりました。この情勢が逆に働いたよ 世界的権威として活動しており，他にも若手が 

うで，応用化学系 特に高分子専攻の諸君には 多上済々であります。陸続として継承される特 

貧るように勉強の意欲が昂揚したのでしょう， 色あるワセダ人の誕生を心から期待致しまし 

第6号館（現国際部）3, 4 階に30名近い卒研 て，応化万歳と，早稲田万歳 を願い, ここで 

生などの諸君が集まり，大学封鎖中にも拘わら 摺筆。 （2001年7月31日 記） 

ず毎日実験や討論に明け暮れる生活が目立ちま 

した。通路を挟んだ14号館（当時）には派閥 

毎にまとまった学生運動家達が泊まり込んでお 

り，危険極まりないとする警備の立場から，私 

が首謀者とも見られお叱りと共に辞職勧告を受 

けたこともありました。信じられないでしょう 

が，この当時の勉強仲間から，多くの先導的科 

学者として大学教授や指導的産業人が数多く現 

在活躍しております。 

最後に一言 高分子科学の研究室は，永年協 

同して参りました同僚 西出宏之教授が中心と 

成って，新分野「有機高分子磁性体の展開」で 

世界的権威として活動しており，他にも若手が 

多上済々であります。陸続として継承される特 

色あるワセダ人の誕生を心から期待致しまし 

て，応化万歳と，早稲田万歳 を願い, ここで 

摺筆。 (2001年7月31日 記） 

最終講義の立て看板を囲んで 
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総 

「低温プラズマを利用した反応工学の展開」 

1 .はじめに 

筆者が千葉工業大学に赴任して9年目を迎え 

る。現在は資源・ェネルギー・環境化学工学に 

関する研究テーマを取り扱っている。本稿では 

テーマのーつである 「低温プラズマを利用した 

化学技術の応用分野ならびに反応装置」につい 

て紹介する。また，本学工業化学科の山口達明 

教授（昭和38年応用化学科卒）と共同開発を 

展開しているマイクロ波プラズマ法による天然 

資源から化学工業原料，燃料油の合成に関して 

述べる。 

2．低温プラズマ法の概要 

2. 1 高温プラズマと低温プラズマの違い 

気体原子，分子を電磁波などのエネルギーに 

よって励起すると電子が放出されイオン化す 

る。この電離気体をプラズマと呼ぶ1)。プラズ 

マ中には数万度という高ェネルギーを有する電 

子をはじめ，イオン，ラジカル,励起原子・分 

子などの化学反応に対する活性種が含まれる。 

プラズマを電子温度Teと重い粒子（イオン， 

中性原子）の温度Thの関係から見ると，T(.と 

Thがほぼ等しい平衡プラズマ（高温プラズマ 

と呼ぶ）とTe>>Thである非平衡プラズマ（通 

常ではThが1500K以下であることから低温プ 

ラズマと呼ぶ）に分けられる2)0

千葉工業大学工学部工業化学科教授 

（昭和51年応用化学科卒・新制26回） 

連絡先 〒275-0016 千葉県習志野市津田沼2-17-1

Tel 047(478)0415 Fax 047(478)0439

E-mail onoe@pf.it-chiba.ac.jp

尾 上 薫 

C）プラズマ状態 

AB ：分子 

AB* ：電気的に中性の励起状態 

AB+ ：イオン 

A, B 】中性のフラグメント（ラジカル，原子など） 

eー ：電子 

Fig. 1 プラズマ法の反応経路 

2.2 反応経路 

Fig.1にプラズマ法の反応経路を示す。図中 

のABは分子，AB＊は電気的に中性の励起状態， 

AB＋はイオン，A, Bは中性のフラグメント 

（ラジカル，原子など）, e一は電子を表す。分 

子ABとe との非弾性衝突過程は励起，中性 

解離，直接イオン化，解離イオン化，負イオン 

形成に大別できる。 

2.3 プラズマ法の周辺技術 

Fig.2にプラズマ法の分野別応用例を示す。 

溶接・切断，金属酸化物の溶解などの熱プラズ 

マ分野では高温プラズマが，固体表面改質やガ 

ス合成などの化学反応分野では低温プラズマが 

用いられている。 

化学反応分野での低温プラズマ法の応用例と 

して，ICなどの集積回路の製造，ポリプロピ 
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・核融合 ＼ 無” 

‘群長’切断＼ 

“熱電I故電 
、、、 

、“金属隈化物の溶解 

\’高温気体の製造 

＼ ・その他 

・照明故電管 ＼ 

・気体レーザー ＼ 

べ、フラツシユランプ 

、×分光用光潔 

」」一 ＼‘殺爾搭 

ノし 、・その他 

学 ／i鷺ト 
／表面改質 

ーーユッチング 

I化学分析 

，その他 ／ 

Fig. 2 プラズマ法の分野別応用例 

レンの表面改質，メタクリル酸メチル（MMA) 

から超高分子量のポリメタクリル酸メチル 

(PMMA）の合成が挙げられる。また，低級炭 

化水素にマイクロ波を照射しプラズマ状態で反 

応を行うと，高密度プラズマの作用で分子種を 

適度に解離させることが可能である。 

プラズマ発生管 

Lゃ蔽バイプ 

プ,ンジャー 

プ’ズマ発生炉 

(27x96mm) 

石英管 

真を計 

整合巻 

シャワー管 

バらニモニタ被処理物 

(PP. P.E) 

アイソレータ 

マイクロ抜発姫機 

(2450MHz

0.1~ 1.5kw) 

Fig. 3 自動車バンパーの表面改質装置の 

大気開放弁 

(PM立鳶ら議が挙げられ云。まぐ低級炭 3 ！騒翌る区法を用いた自動車バン 
化水素にマイクロ波を照射しプラズマ状態で反 ハー1/i衣旧Jcx貝 

応を行うと，高密度プラズマの作用で分子種を 3.1 表面改質装置の概要 

適度に解離させることが可能である。 Fig.3にマイクロ波プラズマを用いた自動車 

のポリプロピレンバンパーの表面改質装置の概 
2.4 基本要素に着目した研究対象 要を示す4)。直径1.9-2.2m，長さは2.0-2.2
低温プラズマ法の基本要素に着目した研究と mの円筒形処理室に6本程度のバンパーが収容 

しては，Fig.1のa）ーe）の内容に着目した多 される。プラズマ（ガス源は酸素に若干の窒素 

岐にわたる開発が行われている。 を混合）は3系統（1.5kWX 3）で発生させ， 
a）プラズマ源 希ガス系（Ar, Heなど），水 各々を3分岐した計9 ケ所のポートから処理室 

素を含む系（H2, CH4など）,酸素を含む系 に導入している。処理時間は1分程度である。 

(02, C02など）に分けられる。用途に応じて プラズマ処理することで塗装の密着性を著しく 

選定される。空気などの混合気体も用いられ 向上させることができる。 

る。 

b）エネルギー供給 プラズマの生成法により 3.2 低温プラズマ法の適用によるメI)ット・デ 

分類される。通常は直流グロー，RF（短波） メI)ット 

またはマイクロ波放電が用いられる。マイク メリットをキーワードで表すと，(D低温プラ 

ロ波放電は高密度のプラズマを形成できる。 ズマ，(2）ドライプロセス，(3）導波管式が挙げら 
C）プラズマ状態 反応素過程の観測が行われ れる。(1）は高分子材料の表面のみの処理が可能 

ているD。方法はプラズマの作成法や反応活 であることを表す。(2）により洗浄，乾燥，廃液 

性種の観測手段により細分化される。 の処理が不要であり，液相処理法に比べ優位で 

d）反応物とe）生成物 プラズマ重合体の分 あることがわかる。(3）は反応部の設計をプラズ 

離膜，光学材料，電子材料への応用2・3）は， マ発生部と切り離して行えることを意味する。 

固相d）の表面改質や修飾により固相e）を これにより反応部の形状，寸法，材質などの自 

得る手法に相当する。この分野では相当数の 由度が格段に高まる。デメリットのキーワード 

反応装置が実用化されている。低級炭化水素 は（4）減圧操作である。容積に応じた排気ポンプ 

や一酸化炭素などの気相生成は，気相，液相 （1500~ 7500 1/mmn）が必要となり，バッチ処 

または固相のd）から気相e）を得る手法で 理を余儀なくされる。この点に関しては実装置 

ある。また，気相生成ではd）の反応物がa） ではプロセスの自動化で対処している。 

のプラズマ源を兼ねる場合が多い。フロンの 

分解はd）の消失に着目した反応である。 
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CH4

CH4/He

CH4/Ar

CH4/COZ

CH4/08

Microwave

generam「 

2.450Hz

Gas Vacuum
controller gauge

Vacuum pump

Needle valve

Wave guide

Flow meter

Reactor

6 way valve 3 way valve

円g. 4 マイクロ波プラズマ反応装置 

-.oto .1 マイクロ波発振器 

ーガスプラズマ源へ 

種類He. I,,.CHe. H踏α 
初期圧3. 5 -t.7 KP, 

流量 089-.2.08n,reel/n,e, 

Gas Inlet

1
反応菅 

-帯 --i'* ( 
想きニーー、一ーI、

照射条件 
周波数 2 450H; 

照射出力150..30こw

照射時間 0 -30 me

固体原料 

炭種 亜渥青炭1 褐炭，泥炭 

I1I径 6&-200reeeh

充填量 1」5Q

充填位置 反応管軸方向変化 

固体触媒 一一 
種類 貴金属 

担体 アルミナ 

充填量 05-1 5g

充填位置 軸方向変化 

Fig. 5 マイクロ波プラズマ反応における操作因子 

照射時間］, 111）固体原料［炭種，粒径，充填 

量，充填位置］または固体触媒に大別される。 

触媒に関しては貴金属担持アルミナペレットを 

充填した場合の検討を行っている。 

Photo l マイクロ波発振器 4.2 反応結果のまとめ 

n I口コ日ープ＝つ“一こ十Iートユ＋,つ Iト自f史、にH,メ＋一 気相系，貴金属触媒を用いた異相接触系．お 4. jt温フラスマ法によるカス 燃料油生成 ょ補鮭簾'FJ lJ.,Eli .Ls
蘇/ IJ -

-7; 'p.L 義叢篇, 4-.' 
4.1 反応装置および操作因子 

筆者らが行っているマイクロ波プラズマ法に a）低級炭化水素 メタンやC2炭化水素を供 
よるガス・燃料油生成の減圧流通式反応装置の 給した場合は照射出力，原料ガスのH/C比 
フローチャートおよびマイクロ波発振器をそれ の調整によりアセチレンを90％以上の高収 
ぞれFig・4, Photo.1 に示す。マイクロ波 率で得ることが可能である。エチレンを得る 
(2・45GHz) を水平に設置した導波管を通して 手法としては，貴金属触媒を用いた異相接触 
筒型石英ガラス管（内径25mm，厚さ1.5mm， 系が有効である。 
長さ300mm) に照射している。操作因子は b）一酸化炭素 二酸化炭素は水素が共存す 
Fig・5に示すように,プラズマ源［種類，組成， れば一酸化炭素に転換する。CHVCo2 系で 
初期圧，流量］，マイクロ照射条件［照射出力， はメタンから生成する水素により二酸化炭素 

Table. 1 マイク口波プラズマ法によるガス・燃料油合成反応の結果のまとめ 

e）生成物 
鮎ガス源 

難燕癖雑鱗簾善三 
結果の要約 文献 

低級 C2H2

CH4

CH4/I-12

CH4転化率75％以上，C 2H2選択率85％以上を達成 

H2のモル分率の増加に伴いCH4転化率，C2H2選択率が減少 

5

)10-a) 
炭化水素 

C2H4
CH4/H 2/鷹鱗鵬・ミ 

C2H2/H2腰鰍緋

貴金属触媒の使用によりC2H4, C2H6の選択率が増大 

C2H4選択率の極大値は30%,触媒充填位置の依存性大 

6

)10-c) 

酸化炭素 Co
C02, CH4/C02

CH4/02

0z/H e/無議：

CH4/C0 2が1/1でC0 2転化率62％で量論的にC0が生成 

0H4/02が1/1でCH4転化率85%, C0選択率80％以上 

He！褐炭系に比べ褐炭転化率，Co生成量がわずかに増大 

10-切 

10-e) 

10-d) 

燃料油 ‘息忠 Ar櫨襲 ・He/損操三 

(1脚ば1．句CH4/編維」
M褐炭系の方がHeノ褐炭系に比べ油状物収率が高い 

照射時間が2分で油状物収率の極大値17%（褐炭転化率32%) 

9

刀，8) 
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は分解するが，メタンの酸化は起こりにくい。 

CH1/02系では量論的に過剰な酸素を供給す 

ると一酸化炭素が生成しやすい。褐炭を固相 

反応物とし酸素プラズマを作用させても一酸 

化炭素が得られる。 

C）燃料油の合成 CR4ノ褐炭系で短時間照射 

(2分）すると油状物の収率が極大（17%) 

となる。プラズマ源としてArを用いた場合 

には油状物収率はCHV褐炭系よりは低いが 

Heノ褐炭系に比べ高まる。褐炭の昇温速度が 

影響していると予想される。油状物の低分子 

化が課題である。 

5.おわりに 

低温プラズマ法に関する研究例を紹介した。 

これらの中でも，気相低温プラズマ反応は反応 

時間が短いので，比較的小型の装置で大量の原 

料を処理できる，装置の自動化，運転の休止・ 

再開が容易であるなどの特徴を有する。炭化水 

素系ガスを原料として供給した場合，気体状生 

成物としてはアセチレンまたはエチレンと水素 

が高選択的に生成し，生成ガスの分離・精製が 

従来法に比べ容易であるが，実用化に対しては 

電力コストが高いという課題が残されている。 

今後さらに研究が進展し, この問題がクリアさ 

れれば，有望な原材料合成や環境処理プロセス 

となることが期待される。 

「追記」 

トロント大学（Photo.2) での一年間の海外 

留学を終え，本年4 月初旬に帰国した。トロン 

トはカナダ東南に位置する人口450万のカナダ 

最大の都市である。カナダと言えばWhite

Photo. 2 トロント大学の風景 

Winter を連想する方が多いが， トロントの積 

雪量は北海道に比べればかなり少ない。ポイン 

トはCold Winterといかに楽しく付き合うかで 

ある。 

筆者はWhite Winterの他にもカナダの色鮮 

やかな四季に出会うことができた。Spring

Yellow, Summer Blue, Autumn Redであ 

Spring Yellow 】トロントの友人から四月末に 

いただいた「Summer started in Toronto」とい 

うメールでおわかりのように残念ながら短期間 

しか味わえない。Autumn Red 】北東に足を運 

べば真赤なメープルリーフと出会える。 

Summer Blue 】お薦めである。世界第二位の 

大自然を有するカナダにはトロントの人口に匹 

敵する数の大小の湖がある。これらの中で，想 

像を絶するほど真青に澄みきった湖に巡りあう 

ことができた。雲一つない空を神秘的に描き出 

す風景は日本では見ることができない。 

トロントの市庁舎前広場で21世紀を迎えた 

ことは至上の喜びである。カナダの四季を味わ 

えるのならば， トロントまで13時間半のフラ 

イトも全く苦にはならない。 
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研究室紹介 

アタマよりも心で仕事をする 

平田●常田研究室 

平田・常田研究室では，化学・化学工学とい 

う分野の枠にとらわれず，運動量・熱・物質の 

移動現象および化学・生化学反応現象の機構を 

基本として，バイオテクノロジーの応用から地 

球環境保全，新素材開発など，さまざまな分野 

において新しいプロセスの開発を行っています。 

研究活動は， 1）産業廃水・生活排水の高度浄 

化プロセスの開発および分子生物学的手法を応 

用した微生物解析を行う研究グループ，2）半 

導体デバイスの開発に向けた微小重力環境下に 

おける半導体単結晶の高品質化および結晶内流 

動現象の解明をめざす研究グループ，3）酵素 

反応と生成物分離を同時に行う新しいバイオリ 

アクターの開発および酵素の状態解析と活性評 

価を行う研究グループの3つに分かれて行って 

おり，各グループがお互いに切瑳琢磨し合いな 

がらみんなで力を合わせ，楽しく研究生活を送 

っています。また，学会発表や論文投稿を通し 

て社会に向けて積極的に成果を発信しています。 

現在，当研究室では，平田彰教授・常田聡助 

教授を中心に，助手2名，研究員2名，博士課 

程7名（うち助手兼任1名，日本学術振興会特 

別研究員5名），修上課程28名,学部生21名， 

秘書1名の総勢62名が日夜研究に励んでいま 

す。 

以下に最近の研究内容を3つのグループに分 

、 

けて紹介します。 

1．水環境プロセスの開発 

地球温暖化や酸性雨などさまざまな環境問題 

が深刻化しています。その中で，水というもの 

は地球上のすべての生命体の源であるにもかか 

わらず，工業化が進むにつれて汚されてきてい 

ます。水には代替品が存在しないことから，生 

命最大の共通財産としてきれいな水を保ちつづ 

けることが必要です。水環境の汚染は，家庭な 

どから排出される有機汚濁物質や窒素・リンな 

どの栄養塩類，さらに工場から排出される有害 

物質（重金属やダイオキシン類など）が原因と 

なっています。そこで，当研究室では微生物の 

自然の浄化作用を高度集約化した処理システム 

を開発し，水環境汚染を防ぐことを目的として 

さまざまな研究を行っています。 

1-1．生物学的排水処理システムの開発 

水環境を汚染している化学物質は多岐にわた 

っており，それらの物質を安全かつ低コストに 

分解し，無害化する方法として微生物を用いる 

方法があります。この生物学的排水処理は微生 

物が排水中の汚濁物質をえさ（基質）として代 

謝することで無害化する手法であり， 下水処理 

場や浄化槽にも用いられています。この方法で 

は処理速度が処理装置内の微生物量に大きく依 
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微生物のままだと 
微生物 流れ出てしまう 

l
生物膜になると 
流れ出ない 

l
×乏ー‘竺ノ 装置内に大量の微 

Y膜 生物を保持できる 

「
水
が
き
れ
い
に
な
る
」
 

ハイブリダイ 

ゼーション 

拡大 

微生物細胞 

図1 微生物による排水処理の仕組みと生物膜について 

UAGC・・ 

16S rRNA

リボソーム 

いろんな微 

生物がいる 

図2 FISH法による生物膜内の微生物生態分布の観察 

存していることから，いろいろな形式の処理シ 

ステムが開発・検討されています。当研究室で 

は，微生物を固体支持体に付着・凝集させた 

‘生物膜（Biofilm) ’を用いることによって処 

理速度の向Lをめざしています。現在は，生活 

排水，畜産排水，製錬廃水，火力発電所廃水， 

写真廃液などの高度処理をめざしており，その 

ための処理システムの設計および操作条件の最 

適化を行っています。特に，流動床型バイオリ 

アクター（FBR）やメンブレンエアレーション 

バイオフィルムリアクタ- (MABR）など技術 

的に高度な処理装置の開発にも携わっています。 

ハイブリダ 

ゼーション 

特定の微生物だけ 

光る（検出できる） 

実際の例： 

薄灰（黄）色 

→アンモニア酸 

化細菌 

濃灰（赤）色 

→その他の細菌 

l

生物膜内で棲み分 

けが起きている 

1-2. 微生物および生物膜の解析 

生物学的排水処理では，微生物を用いている 

ため，これらの微生物がどんな種で，どこに， 

どれくらいいるのかを知ることは非常に重要な 

ことです。特に，生物膜内では，場所ごとに基 

質や酸素の濃度が異なり，個々の微生物細胞を 

とりまく環境が一様でないため，各微生物にと 

って最も住み心地のよい場所に棲息するという 

‘棲み分け’が起こっていることが予想されま 

す。このような環境微生物の解析は,近年では， 

分子生物学的手法などが発達してきたことか 

ら，直接測定・観察することができるようにな 
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りました。当研究室でも，主に窒素化合物を無 

害化する硝化菌群の解析を物理的（形状・電気 

的性質・付着性など）および分子生物学的（微 

生物種・分布など）に行っています。これまで， 

Fluorescence in situ hybridization (FISH)法 

を用いて硝化菌とその他の細菌が生物膜内にお 

いて‘棲み分け’を起こし，基質の種類や濃度 

が変わることによってその‘棲み分け’状況が 

動的に変化することが確認されました。また， 

PCR-DGGE法を用いた微生物種の解析や特定 

の酵素をコードするmRNA を定量することに 

よるトランスクリプトーム解析も同時に行って 

います。さらに，新しい分子生物学的手法の取 

り組みも行っており，微生物の細胞内で遺伝子 

を増幅させるin situ PCR法の生物膜への適用 

を検討しています。この手法が開発されると微 

生物の代謝活性が‘そのまま’の状態で検出で 

きるようになります。そしてこれらの解析によ 

って得られた情報をさらに高度な廃水処理シス 

テムの開発に役立てていきたいと思っています。 

1-3‘物理化学的手法を用いた有機塩素化合 

物の処理 

物理化学的処理とは，排水中の有害物質を紫 

外線やオゾン，イオン交換樹脂などを用いて物 

理的・化学的に分解・吸着したりすることで, 

微生物を用いた手法と比べて，安全面やコスト 

面に問題がある一方，迅速に無害化できるとい 

う利点があります。また，特に，微生物では非 

常に分解しにくい揮発性有機塩素化合物（CVOC) 

の分解，および水銀やカドミウムなどの重金属 

類の除去に適しています。当研究室では，紫外 

線過酸化水素添加（UV-H202) 法，オゾン（0り 

曝気法およびイオン吸着法について研究を行っ 

ています。UV一H202法および03曝気法では 

Cv0C（主に，テトラクロロエチレン（PCE) 

やジクロロメタン（DCM）など）の分解を行 

っており，イオン吸着法ではアンチモン（Sb) 

の除去・回収に取り組んでいます。 

2.新素材・デバイスの開発 

コンピューターや携帯電話などの急速な普及 

に代表される情報通信社会の発展に伴い，これ 

ら情報通信機器に用いられている半導体電子・ 

光デバイスの高性能化が求められています。そ 

のために重要なのが，デバイス基板の作製技術 

とデバイス作製技術です。当研究室では，化学 

工学的な知見を生かしてこれらの技術向上に貢 

献するため，基板用半導体の高品質単結晶育成 

手法の確立および紫外発光デバイスの作製とい 

う，大きく分けて2つの研究を行っています。 

2-1．半導体の高品質単結晶育成手法の確立 

基板用半導体作製に関しての研究では，融液 

成長法の1つである水平ブリッヂマン法によっ 

てIn-Ga-Sb系化合物半導体単結晶を育成する 

際の融液内諸移動現象と育成単結晶品質の関係 

を明らかにするため，実験および数値シミユレ 

ーションを実施し，各種操作条件の最適化を行 

っています。この研究の知見を生かすことで， 

現在広く用いられている，決まった組成の半導 

体基板だけでなく，目的とするデバイスの性能 

や特徴に合わせた様々な組成や品質を持った基 

板結晶を作るための技術を確立することができ 

るのです。当研究室では，これまでに,様々な 

対流条件が結晶品質に及ぽす影響を明らかにし 

ており，統一的な結晶育成手法の確立を目指し 

て研究中です。 

2-2. 紫外発光デバイスの作製 

紫外発光デバイスの開発では，有機金属気相 

成長法を用いてA1GaInN 系化合物半導体を用 

いた，高輝度・高効率の紫外発光デバイスの実 

現をめざしています。半導体の発光デバイスは， 

小型で長寿命，電気光変換効率が非常に高いと 

いった特徴をもっており，CDやDVDといった 

光記録用デバイスや表示デバイスに広く使われ 

ています。当研究室では，それら光デバイスの 

中でも，いまだに実現されていない紫外発光デ 

バイスの実用化を目標として研究を行っていま 

す。これが実現すれば，現在の光記録用デバイ 

スの十倍近くの容量を持つ記録装置が実現で 

き，蛍光灯を代替する半永久的な寿命を持った 

次世代の白色光源の実現，紫外光を用いた廃水 

処理プロセスの開発などが期待できます。当研 

究室では，結晶成長プロセスの改善や新たな材 

料系の探索などを通して，これらの実現に向け 

た研究をしており，これまでに，330nm 帯の紫 

外域において高輝度発光する発光ダイオードの 

作製に成功しています。 

3． バイオプロセスの開発 

「酵素の生体触媒機能を最大限に利用するに 

は？」 をテーマに生成物分離操作（Biosepara-

tion）を伴う新しいバイオリアクターの開発お 
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よひ酵素の状態解析と活性評価を行っています。 う低いモル比で酵素表面に配向，(4）両親媒性ポ 

3-1．酵素の触媒機能の詳細な解明 リマーを利用，という4つのアプローチに基づ 

酵素は水中で機能するようにデザインされた く新しいタイプの酵素材料です。現在までに， 

生体高分子であり，現在までに様々な物質生産 代表的なセリ ンプロテアーゼであるαー 

プロセスに利用されています。酵素の最も優れ chymotrypsin をポリエチレングリコールと複 

た特徴である 「特異的な物質認識能」を司る高 合化することによって，脱水イソオクタン中に 

次構造（コンフォメーション）は，微妙に折り おいてネイティブ状態の数千倍も高い活性を発 

たたまれたポリペプチド鎖によって形成されて 現させることに成功しました。現在は不斉を認 

おり，酵素の最も本質的な部分です。水中では 識する酵素（lipase) やヘム蛋白質（peroxidase) 

酵素のコンフォメーションはダイナミックに揺 への応用や，ポリマーを用いた人工酵素系の構 

らいでいるため，外的作用の影響を受けやすく 築を検討しています。 

なり，活性や安定性が低ドする場合が多いと言 3-3， 新しいバイオプロセスの構築 

われてます。では，水巾で酵素の活性や安定性 有機溶媒を反応場として用いたバイオプロセ 

を向Lさせるためにはどうしたら良いのでしょ スが実現できれば非常に興味深いが，反応場が 

うか？当研究室では外的因子として，反応媒体 均相系であるため，酵素の連続利用や生成物の 

中に添加する塩や界面活性剤，反応を構成する 分離精製が極めて難しいという問題が考えられ 

基質分子等を取り上げ，酵素の活性や安定性に ます。このような系で威力を発揮するのが抽出 

及ぼす影響について詳細な検討を行っていま 操作です。例えば当研究室では，水一相系では 

す。その結果，水中において高濃度の塩や界面 収率が低い（10％以下）ペプチド合成反応でも， 

活性剤，微量の有機溶媒を共存させることによ 難溶性有機溶媒と接触させて生成物を抽出分離 

って，様々な金属プロテアーゼやセリンプロテ することによって100％近い高い収率が得られ 

アーゼの活性が大幅に向上することを近年明ら ることを既に明らかにしています。「この原理 

かにしました。さらに，酵素の活性部位に取り は有機溶媒中における酵素反応系に適用可能で 

込まれる基質の分子構造・特性が酵素の触媒機 あろうか？」 そのような発想に基づき，抽出分 

能に大きな影響を及ぼし，特に基質の疎水性が 離操作を組み合わせた非水媒体系バイオプロセ 

酵素の活性部位の電荷状態を大きく規定してい スの構築を検討し，鎮痛ペプチドキョートルフ 

ることを初めて明らかにしました。 ィン前駆体合成反応への適用を検討していま 

3-2 有機溶媒中で機能する新しい酵素材料 す。さらに，水とポリマーが形成する水性二相 

の開発 分配系において抽出分離型のバイオプロセスを 

有機溶媒中において酵素反応を行うことによ 構築することにも成功しています。 

って，難溶性・脂溶性基質の溶解度増大,酵素 

の熱安定性の向上，共存有機溶媒分子によるコ 以上紹介した当研究室での研究内容は，基礎 

ンフォメーションの局所的変化やリガンドによ から応用，地上から宇宙へと多岐に亘っており， 

るインプリントの効果による酵素機能の改変， これらの研究成果により国際社会の発展と人類 

等の様々な利点が得られます。しかし有機溶媒 の平和・福祉に貢献し，社会的使命・責務を果 

中におけるネイティブ酵素の活性は通常著しく たしたいと願っています。そして，「アタマよ 

低いことが知られています。では有機溶媒中に りも心で仕事をする」という精神が平田・常田 

おいて高い活性を発現する改変酵素を，簡便な 研究室のモットーであることを最後に記してお 

方法によって調整することはできないのしょう きます。 

か？その答えとして，当研究室では合成高分子 

と生体高分子（酵素）の物理的なハイブリッ 最近の研究業績（2000年度以降）

ド化によって得られる新しい酵素材料「ポリ 水環境プロセスの開発 

マー 酵素複合体」を開発しました。ポリ 1こAm・Y et alどMlcroblal喫ology om讐垣ng

マー酵素複合体は，①簡便な調整法，(2）分 昔器器蒜芸二慧暴にa器器z器讃 
子量が1000から数千程度の比較的低分子量の 

ポリマーを利用，(3）ポリマーを1 - 20程度とい 2 )Hibiya, K.etal.,''Formation and characteristics oi

最近の研究業績（2000年度以降）

水環境プロセスの開発 

1) Aoi, Y. et a!, "Microbial Ecology of Nitrifying

Bacteria in Wastewater Treatment Process

Examined by Fluorescence in situ Hybridization", J. 

Biosci. Bioeng., 90(3), 234-240(2000) 

2 ) Hibiya, K. et al., "Formation and Characteristics of
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参照下さい。 

- URL: http://faculty.web.waseda.ac.jp/hirata/ 

＜文責：日比谷和明（博士後期課程2年）> 
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職場だより 

1.はじめに 

今回，（株）日立製作所の紹介をさせていただ 

く機会をいただき大変光栄です。応用化学科の卒 

業生は27名。社内の各部署で活躍しています。 

当社は創業90周年を迎え，長い歴史の中で一 

大企業グループを築いてきました。その規模は 

フォーチュン誌の売上世界ランキングで総合第 

23位，電機産業では第2位にランクされていま 

す。「技術の日立」をモットーに1999年度の研究 

開発費は日立グループ全体で4,300億円。内，当 

社の研究開発費は3,000億円（対売上比 8 %) 

であり，研究開発従事者は10,（頭）名を数えます。 

時代に対応するスピードと経営をモットーに 

21世紀にさらに飛躍すべく「製造業」から脱皮 

をはかっています。「知識」と「IT（情報技術）」 

をベースにインターネットを有効活用し「ベス 

ト・ソリューション・パートナーへの変革」 を 

全部門の課題として取り組んでいます。すなわ 

ち，情報・通信や半導体，ディスプレイといっ 

た情報ェレクトロニクスだけではなく，重電， 

家電など全ての製品への展開を目指しています。 

1.研究開発 

研究開発は研究開発本部に所属する2つの総 

合研究所と7つの全社研究所および事業グルー 

プに直結した開発本部・開発センタが担当し， 

電力・電機グループ等15のグループ， 3つの 

事業部で事業化しています。創業以来の「優れ 

た技術や製品を通じて広く社会に貢献する」 を 

標傍する当社は，各研究所が相互に密接に連携 

しながら，素材開発からハードウエア，ソフト 

ウェア，システム，サービスにいたる幅広い研 

究テーマのもと研究開発を進めています。その 

成果の一端が，サーバの信頼性と機能性の両立 

を可能にする新0s技術DARMA, 広視角スー 

パーFET，高速高密度メモリPLEDM ，遺伝子 

解析技術，光トポグラフィによる脳機能の計測， 

（株）日立製作所 

マンガン系リチウム二次電池などが挙げられま 

す。また，国際的な共同研究開発としてはアメ 

リカのスタンフォード大学，イギリスのケンブ 

リッジ大学，アイルランドのダブリン大学など 

と提携し，基礎から応用までさまざまな先端的 

研究成果をあげています。 

2 主な事業化分野 

2. 1. ITソリューション・サービス 

インターネットの急速な進展にともなって， 

わたしたちを取り巻く社会は，情報が有機的に 

連鎖するデータバリューチェーンの世界に向か 

っています。そうした社会的環境下で知識と 

IT（技術情報）をベースに，電子マネーや多 

機能ICカードを活用した新しい金融インフラ 

の構築をはじめ，電子政府ソリューションや各 

種企業向けのソリューションサービス，企業ネ 

ットワークアウトソーシングサービス， e ーコ 

マース構築サービスなど， トータルな先進51

ソリューションの提供を推進しています。 

2. 2．デジタルメディア 

時代を先取りし，先行するDVD技術と最先 

端デバイス開発力を生かしたマルチメディア関 

連製品の開発を推進。「記録メディアはテープ 

からディスクへ」を先導する世界初のDVDビ 

デオをはじめ，タイムシフト機能搭載パソコン， 

37型ディスプレイなどのユニークな製品を世 

に送り出してきました。さらにそれと並行し， 

お客様のニーズにあわせたソリューションサー 

ビスの提供に力を注ぎ，デジタルアーカイブの 

分野で高品位データを提供するデジタルイメー 

ジシステム（DIS）や，シミュレーションライド 

システムなどの開発によって，より豊かでビビ 

ッドな情報社会の構築のためまい進しています。 

2. 3．放送・通信システム 

携帯電話の爆発的な普及，デジタル放送の進 
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歩の例を挙げるまでもなく，放送・通信システ 

ムの役割はますます大きなものになっていま 

す。当社ではデジタルCATV放送システムやセ 

ンタ設備の開発はもちろん，Csデジタル情報 

配信サービスで確立したノウハウを活用し， 

BSデジタル放送や，インターネット時代の新 

しい情報インフラとして期待される長楕円軌道 

衛星システムの開発を急いでいます。さらに高 

いセキュリテイーが要求される情報インフラの 

安全性に対しては，データ圧縮ならびに多重化 

技術，国内標準暗号である日立暗号ほか多彩な 

技術を組み合わせた最先端システムを提供。よ 

り安全，より緊密に人と人，人と社会を結びつ 

ける 「ヒユーマン・コミユニケーション」 の実 

現をめざしています。 

2. 4．コンピュータネットワークシステム 

インターネットで代表されるネットワーク社 

会は世界と結ばれ，休むことなくビジネスが展 

開されています。当社では高性能で拡張性に優 

れた多様なハードウェアを提供しています。例 

えば, スーパーコンピュータクラスの演算力を 

オフィスや研究室で活用できるスーパーテクニ 

カルサーバや，超大型コンピュータからパソコ 

ンまで対応しています。またネットワークシス 

テムの世界でも,企業やキャリア分野での次世 

代'P網構築の中核となるギガビッ トルータ 

GR2000 や光波長多重システムAMN6100。さら 

には，無線による高速インターネットアクセス 

を実現しています。 

2. 5．電子デバイス 

世界トップレベルの技術力を発揮して，メモ 

リ，マイコン，ASICなどシステムLSI，アナ 

ログ・高周波L SI，ディスクリートデバイス 

を開発しています。メモリ分野では世界最小サ 

イズの64MビットDRMAを量産化するととも 

に，次世代の256M, 1Gビットの開発を推進。 

さらに，フラッシユカードや携帯情報機器のキ 

ープロセッサとして期待されているRISCマイ 

コンSuperH などの高付加価値製品を提供して 

います。また，そうした半導体を製造するため 

の電子線描画装置や半導体プロセス超薄膜評価 

装置，マイクロ波プラズマエッチング装置など 

も，極限のディスサブミクロンオーダの技術力 

を誇る当社の得意とする分野です。さらに，デ 

ジタル情報と人が出会うディスプレイでも，超 

広視野角のスーパーTFT液晶表示モジュール 

や19型カラーデイスプレイ管の開発に続き， 

次世代スーパーTF'Tなど戦略製品の開発を推 

進しています。 

2. 6．エネルギーシステム 

原子力発電では，安全性運転性の高い，大容 

量の改良型沸騰水型原子力発電プラアントを開 

発。火力では熱効率が高く，C02の発生を低減 

した複合発電プラントやガスタービンコージェ 

ネレーションシステムを提供しています。さら 

には，エネルギー供給の高効率化に大きな成果 

を発揮する送変電設備や電力ネットワーク監視 

システムを開発するとともに，次世代ェネルギ 

ーとして太陽光・風力発電や燃料電池などの研 

究にも取り組んでいます。 

2. 7．産業システム 

循環型社会システムが求められています。産 

業用機器からプラント建設まで幅広い分野で活 

躍しています。なかでも産業システム分野では， 

高効率化技術とATやニユーロ，自律分散シス 

テムといった最先端の技術を融合し，世界でも 

トップレベルのFA/CIMトータルシステムを 

はじめ，鉄鋼プラント，化学プラントなどを開 

発。また，あらたな事業として，オフイスビル 

や工場全体のエネルギーコストを削減し，得ら 

れる予想収益からエネルギー設備の投資回収を 

おこなう独創的なESC0事業を展開していま 

す。 

2. 8．環境システム 

当社はグループの総力をあげて環境問題に取 

り組んでいます。地球温暖化や廃棄物の問題に 

対しては，フロンガスやダイオキシンなどを安 

全に処理するPFC分解装置やガス化溶融炉， 

ゴミ燃焼設備用計装制御システムなどを開発し 

ています。また，水問題では，安全でおいしい 

水を確保・利用し自然に戻すために，河川，湖 

沼などの水環境監視システムや水質分析技術の 
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開発，あるいは水道水源水質管理などの上下水 

道システムを提供しています。さらには 

IS014001 環境管理システムの構築から継続す 

る認証の維持・運用までを支援するソフトウエ 

ア「エコアシスト」など，環境コンサルティン 

グからメンテナンスまでを提供するなど，あら 

ゆる側面から環境保護をサポートしています。 

2.9.医療・福祉・ライフサイエンス 

病気の早期発見のための各種検査装置や医療 

機器の開発をはじめ，遠隔画像診断システム， 4 おわりに 

電子カルテシステムなどの医療情報システムの 

構築に力を注いでいます。また福祉の面では， 当社は強力て 

介護保険システムの提供をはじめ，当社が設立 グローバルな弓 

した老人保健施設での経験を生かした高齢者施 ーとして社会l、 

設の情報化や，在宅ヘルスケア支援システムの 技術の成果を貫 

開発を進めています。一方，ライフサイエンス であると常々凄 

の分野でも，遺伝子・たんぱく質機能解析サー であれば皆様I、 

ビスやバイオインフォマティクス支援サービス ものと自負して 

をおこなっています。 がある方もいロ 

2. 10．交通システム 

新幹線「のぞみ」の開発はもとより，E4系 

2 階建，ひかりRail Starという新型車両をつ 

ぎつぎと開発して世に送り出しています。そし 

て，夢の鉄道と言われるリニアモーターカーも 

世界最高速552km/h を達成するなど実用化に 

一歩近づいています。また，車両開発だけにと 

どまらず，運行管理や座席予約システムなども 

提供しています。 一方，「道路交通」の分野で 

も新しい可能性を開拓。高速道路の監視制御を 

はじめ， ミリ波レーダによる車間距離警報シス 

テムなども開発しています。 

3.当社の強み 

日立グループは 「日立の樹」のCMでおなじ 

みですが，製造会社，販売会社，ェンジニアリ 

ング会社，サービス会社など様々な業種にわた 

る国内の企業735社と世界各地で活躍する海外 

事業関連会社312社から構成されています。し 

かも，各企業は材料分野から，ハードウエア， 

ソフトウェア，サービス分野まで，それぞれの 

得意分野で独自性を発揮するとともに，グルー 

プ全体の総合力によるシナジー効果で，グロー 

バルな市場で展開しています。 

また，庄山社長就任以来，長らくライバル関 

係にあったIBM, NEC，直近では松下電器と 

電撃的に提携し，社員も驚くようなフツトワー 

クと柔軟性をアピールしました。また，分社化 

も積極的に推し進めており，さらなる体質強化 

をはかっています。 

当社は強力な研究開発体制，広い製品分野， 

グローバルな事業展開を武器に総合電機メーカ 

ーとして社会に貢献しています。社会に研究・ 

技術の成果を最も還元しやすいのは応用化学科 

であると常々考えております。ですから，当社 

であれば皆様にあらゆる活躍の場を提供できる 

ものと自負しております。企業での仕事に不安 

がある方もいらっしゃるかと思いますが心配は 

いりません。社内研修の充実ぶりも定評があり， 

三星レストランのごとくあらゆる研修メニユー 

が用意されており，本人以上に積極的に先輩・ 

上司がその機会を提供します。そこそこの体力 

と強い好奇心のある方大歓迎。 

是非，日立においで下さい。 

（文責】沖 直人／昭和56年応用化学科卒 新 

制 31 H, naoto-oki@instr.hitachi.co.jp) 

本社 
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■生化学自動分析装置7600シリーズ ■ABWR（改良型沸騰水型原子力発電所） 

■E4系2階建新幹線電車 

当社の応化出身者（☆執筆者） 

デバイス開発センター 

生産技術研究所 

日立製作所（旧姓小笠原） 

日立製作所（旧姓藤井） 

日立製作所 

日立製作所 

ストレージシステム 

日立製作所 

H立研究所 

環境研究部 

日立製作所 

口立製作所 

H立製作所 

日立製作所 

1983

1987

1987

1987

1988

1989

1992

1993

1994

1996

1997

1998

1999

2001

瑚

細

前

好

誠

潔

麟

剛

徹

叔

新

醸

勝

将

 

畑

相

順

趨

橋

内

杓

本

山

柿

旺

町

L

堰
 

谷

樫

鴨

船

高

大

荒

武

穐

奥

岡

細

川

松

 

氏名 卒業年度 所属 

大林秀仁 1967 計測器グループ 

田中靖夫 1969 中央研究所 

芥川立夫 1972 関東支社企画部 

市川伸一 1973 環境技術研究センター 

三矢宗久 1973 基礎研究所 

村中 康 1977 日立研究所 

若月 保 1977 化学プラントエンジニアリ 

ングセンター 

岩瀬嘉男 1980 日立研究所 

沖 直人＊ 1981 計測器グループ 

デバイス開発センター 

日立製作所 

中央研究所 

中央研究所 

康

保

 

中

月

 

村

若

 

佐藤久子 1981

曽根一紀 1982

中嶋紀夫 1982

由上二郎 1982

22



土田先生最終講義・記念会の報告 
西出宏之 

高分子化学研究室の同窓会「高研会」（会長 表がリレー形式で将来を展望し，参加者と交流 
保坂幸宏氏，JSR（株），昭43卒）を中心に，教 する有意義な場となりました。同タ，リーガロ 
室と連繋のもと，「土田先生記念会」を昨秋に イヤルホテル早稲田ロイヤルホールに先生ご夫 
発足させ， →連の記念事業を企画し，門ト生や 妻をお招きした記念パーティーには，420名超 

関係者一同に御案内致しました。 の大勢の皆様にご参集頂きました。高分子学会 
1 )J 26 日 に大学主催の最終講義「高分子錯 会長中浜精一東工大教授，尾島俊雄理工学部 

体の確立一多電子過程の着想と機能物質として 長ら来賓よりの祝辞につづき，日本化学会会長 
の展開」が，竜田邦明主任教授の座長のもと 岩村秀東大名誉教授の乾杯で歓談に移りまし 
57号館201教室で開催されました。御研究の経 た。先生ご夫妻への謝恩の行列，旧交を温める 
過を振り返っての講義の内容は，研究業績（論 門下生や関係者と，誠に盛大で活気に溢れた和 
文755報，総説109件，著書56冊）のリスト， やかな雰囲気でした。幸い皆様よりの多大な御 
また米スタンフオード大H. Taube 教授ほか海 賛同を得ることができましたので，それをもと 
外よりのメソセージ17通とあわせ小冊子にま に応用化学教室への寄附，高研会奨学基金の設 

とめてあります。 立，また記念品が保坂実行委員長より贈呈され 
John Wi1eyH一の月刊学術誌Polymers for ました。最後に先生よりご挨拶を頂き，先生の 

Advanced Technologiesからは， ト田先生が同 益々の御健勝と御活躍を御祈りして,花束贈呈， 
誌編集主幹を勤めておられたことも 例とした 校歌斉唱で締めくくり，盛会裡に終了できまし 
国際学界への寄与と，高分子の科学技術に貢献 

された御業績を記念して， 内外よ りの 先生は現在，早稲田大学名誉教授，また理工 
Dedicated Original Papersを編纂した古稀祝賀 学総合研究センター顧間研究員として，おもに 
特別号（2・3月合併号）を出版して頂きました。 酸素輸液の確立とその医療利用のためご尽力さ 

3月17日午後，井深記念ホールで記念シン れておられます。 

ポジウム「機能高分子材料の新展開】創造性あ 今回企画の記念事業へ賜りました皆様方の御 
る開発例に学ぶ」を開催致しました。先生が草 協力と御力添えに，心から深く御礼申し上げま 
分けとして開始された機能高分子を，材料とす す。 

る研究と技術開発の第・線で活躍する門下生代 

①最終講義教壇にて 

早稲川大学教授（理L学部応川化学科） 

2 乾杯のこ発声をされる岩村日本化学会会長と 
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土田英俊先生略歴 

1930年5月2 日生 

【学 歴】 

1955 東京理科大学 理学部 化学科 卒業 

1960 早稲田大学大学院 理工学研究科 修了 

1963 学位】工学博士（早稲田大学） 

【職 歴】 

［大学関係］ 

1960 東京工業大学 資源学化学研究所 研究員 

1963 早稲田大学 理工学部 助手,講師 

1968 早稲田大学 理工学部 助教授 

1973 早稲田大学 理工学部 教授 

2叩1 早稲田大学 名誉教授 

理工学総合研究センター顧問研究員 

［非常勤講師・客員教授など］ ③先生近影 

（国内） 

北海道大学（理），東北大学（工），山形大学（工），筑波大学，茨城大学（理），東京農工大学（工） 

東京工業大学（資源研・工），東京大学（工），東京都立大学（理・工），東京理科大学（理），お茶 

の水女子大学（理），千葉大学（工），群馬大学（工・医）,信州大学（繊維・工），静岡大学（工）, 

名占屋大学（工），岐阜大学（工），京都大学（工）,大阪大学（理・上），大阪市立大学（理），広 

島大学（理・生），九州大学（工），九州工業大学，（工），長崎大学（工），宮崎大学（工）,（財） 

生産開発科学研究所（学術顧問・高分子研究室室長・理事），理化学研究所，工業技術院繊維高分 

子材料研究所（物質工研），日本原子力研究所（高崎，東海），ほか 

③先生近影 

（海外） 

California Inst. Tech., Stanford U., McGillU., British Colombia U., Royal Inst. Tech. Stockholm, Oxford

U., Imperial College (London U.), Groningen U., Leiden., Free U. Berlin, Max-Planck-Inst. Berlin/Mainz, 

Pisa U., Siena U., Chinese Acad. Sciences (栄誉教授) , Peking U., South China U. Tech., Zhongshan

U., Nankai U., Azerbaijan Acad. Sciences, USSR. Acad. Sciences, Moscow State U., Reningrad U., 

［日本化学会関係］ ［高分子学会関係］ 

19召一別 庶務理事 1970 -79 関東支部 理事 

1981- 82 年会，プログラム委員長 1978一86 常任理事 

1987-90 広報専門委員会委員長 1984 -86「高分子」編集委員長 

1990 -91 関東支部長 1984 - 86 関東支部副支部長 

1990一91 化学展90組織委員長 1986 -90 [Polymer Journal]編集長 

1991一94 副会長 1986一91 副会長 
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④且Taube教授よりのメッセージ 

土田教授記念会シンポジウム 

「機能高分子材料の新展開：創造性ある開発例に学ぶ」 

日時：平成口年3 月片日（土〕 H 叩～H:00

場所：早稲田大学 総合学術情報センター井深記念ホール 

プログラム

時問 演 題 

14:01〕 開催にあたって 

（座長・護辺 正義（横浜国立大学）) 

14:05 新世紀に踏み込むデバイス材料 

赤田正典（大日本月I刷） 

長谷川悦雄（日本電気） 

（座長：」」元公寿（慶応義塾大学）) 

I4r30 飛躍を続ける液晶表示素子材料と技術 保坂幸宏（JSR) 

（座長‘松田宏雄（物質「学~桑技術研究所）〕 

I4:53 有機ELは液晶を越えられるか 

15:20 ('offoe Bee吐 

城戸淳二（山形大学）

（座長・高橋浩（一菱化学）〕

10135 通信用光デバイス技術の開発動向 岩沢晃（NTT升’I‘ンステクノロジ） 

（座長・武岡真司（早稲田大学）〕 

lb:0(） 再生医工学と高分子 

（座長・北島昌夫（化学技術戦略推進機構）) 

1609 発想と展開 刺激応答ゲル 

l6:51） 閉会挨拶 

岡野光夫（東京女子医科大学） 

長田義仁（北海道大学） 

金子正夫（茨城大学） 

⑥記念シンポジウムのプログラム 
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⑤・PAT特集号の巻頭頁 

⑦パーティーでの歓談 

⑧先生こ夫妻への花束贈呈 
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会員のひろば 

クロコンクラブのその後 

設楽 正雄 

1 クロコンクラブ 

昭和13年3 月 (1938）早稲田大学・理工学 

部・応用化学科を卒業した同期生の集まりで， 

総員23名に過ぎなかった。 

その消息は3年前に本会報に報告したことが 

ある。 

設楽正雄 「60年前の応用化学科生」 

応化会報 No.59, p22 (1998, 11月） 

卒業生の生誕は大正3年前後であるから， 一 

番若くても85才を過ぎているので，物故者が 

かなり増加したが，元気なものだけでも集まっ 

て，コンパを続けている。 

春日井佐太郎君が積極的に世話をして，年に 

2 回以上は例会を開き，主に大隈会館，教職員 

食堂（篠原教授の関係）で昼食と共にしていた 

が，彼が病弱になったので，筆者が幹事を弓は 

継ぐことになった。 

①平成3年6月 大隈会館にて 5名 

会食後篠原君の案内で 新図書館，国際会 

議場などを見学 

②平成3年10月 武蔵小杉ホテル・エルシー 

にて 4名 

全員で春日井君（府中市）を見舞う。 

③平成4年5月 横浜，東急ホテル 5名 

MM21方面を散策の予定は巾止 

④平成5年4月 ホテル・エルシ1 5名 

有志で春日井君を見舞う 比較的元気 

2 黙人会と合併 春秋開かれていた例会も，老齢と共に年1回 
高等学院のNクラス出身で「黙人会」をつく となり，さらに入院者続山で，平成9年11月か 

り定例的に集まっていた。筆者は東京本社に転 らは，しばらく休会状態だった。会員の健康も 

勤してから，その事実をしり，飯島君のすすめ 回復したようなので，3年半ぶりに決行してみ 

で入会した。こちらも会員は数名にすぎなかっ 

たので，筆者が幹事になった時に，同じ理工学 平成13年4月24 口（火）交通が便利で，あ 

部だから，強引に合併して，病気で1年卒業が まり歩かなくて済む，井の頭線渋谷駅の上に出 
遅れた岡見君を加えて 「お利口（理工）の会」 来たエクセレントホテルの25階‘レストラン 

元・明治大学・理工学部・教授 

（昭和13年応用化学科・旧制18回） 

第20回早大ホームカミングデーの園遊会 昭62.11.3

を発足した。会員は飯島義夫（化）浦田好雄（建） 

勝屋彊（化）倉田恭（電）宮内鉄也（伝）設楽正 

雄（化）岡見正・（昭14、化）君の7名だった。 

⑤平成5年11月 黙人会例会 大隈会館 5名 

部屋を予約して歓談，書食 

⑥平成6年4月 ホテル・エルシ- 8名 

黙人会と合同開催したので8名も集まり盛 

会 

⑦平成7年10月 ホテル・エルシ1 4 名 

⑧平成8年4月 ホテル・エルシ- 3 名 

岡見君上京の機に開催，多摩川公園散策 

⑨平成9年11月 ホテル・エルシ- 3 名 

岡見君の上京が中止になる。 

3 久しぶりの例会 

春秋開かれていた例会も，老齢と共に年1回 

となり，さらに入院者続山で，平成9年11月か 

らは，しばらく休会状態だった。会員の健康も 

回復したようなので，3年半ぶりに決行してみ 
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卒業50年記念コンI( 

お茶の水・アスターー（昭62.11.3) 

に集合した。 

一番元気だった鈴木君が老衰して，奥さんの 

同伴により出席できて，大へん嬉しそうだった。 

篠原君は大病の後だったが，非常に元気そうに 

見えた。筆者は杖をついて弱々しいが，頭はし 

っかりしている。 

この次からは，夫婦同伴で会食しようと提案 

があり，全員賛成した。 

4 会員の消息 

黙人会を含めても，現存する会員は7名にな 

った。 

⑨鈴木省三君 元・昭和電工・専務取締役 

昔のように車の運転は不可。散歩すらいやが 

るようになった。いつも奥さん同伴。 

⑥篠原 功君 早稲田大学名誉教授・工博 

応用化学科で高分子化学を担当,平成10年7

月から5 ケ月も入院，その割にはとても元気そ 

うに見えた。 

⑨設楽正雄 元・明治大学教授・工博・藍綬褒 

章 

平成9年1月から8月迄，人退院3回，まだ 

4週間ごとに通院，杖にたよっているが比較 

的元気 

⑥春日井佐太郎君 元・旭電化・常務取締役 

本年1月奥さんが入院，2月には本人も入院 

3 月緑内障手術，近所に居る長男夫妻に看病 

される。 

＠三橋 剛君 自営 

昨年5月大磯町に転居の通知があった。例会 

に出席が無いので，詳細は不明。 

バーでのひととき 

武蔵小杉，ホテル・エルシー（平7.10.11) 

⑨岡見正」君 住友金属→久保田銭工 工博 

歩行がかなり困難だが元気。企業の技術指導 

で時々上京 

＠殿井緑郎君 

明治41年生れで最年長，点々と病院の 「は 

しご」。まだ英語の翻訳をしているらしい。 

前回報告（応化会報No.59）してからでも 

物故者が次々と増加した。 

・故飯島義郎氏 早大名誉教授・商博（平 

9.8.27病没） 

・故勝屋彊氏 元太平工業副社長（平10.11.23

病没） 

・故宮内鉄也氏 元北辰電機常務（平12.1.5

病没） 

・故篠原武雄氏 元日本軽金属部長（平12.5.25

病没） 

・故倉田 恭氏 元岩崎電機副社長（平 

12.11.17病没） 

（平成13年5月‘記） 
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読書会の楽しみ 

光井 武夫 

企業活動の第一線を退いてから8年になる。 

最近は時間的にも気分的にもゆとりができ，若 

いころの趣味のいくつかを復活させて，充実し 
た日々を送っている。 

趣味のうち最も時間をかけ力を注いでいるの 

は学生の頃から続けてきた読書会の活動であ 
る 

我々が早稲田の第一高等学院理科（旧制）に 

入学したのは終戦の年の昭和20年であった。 

敗戦の混乱の中で教科書・参考書も手に入ら 

ず，授業も休講のことが多かった。 

そのような中で2年に進んだとき，中村英雄 

先生（後の文学部独文科教授）が我々のドイツ 

語講師として赴任された。先生は敗戦の年まで 

南鳥島の守備ににつき,その年の10月に復員 

されたばかりであった。 

まだ30歳で若々しく，情熱をもって教えら 

れる先生に我々学生は大いに魅了され，ついに 

先生のご指導の下に有志が集まり昭和21年12
月1日より国内外の文学作品を対象に読書会を 

開くことになった。 

読書会はまずチューターが2時間ほど作品に 

ついて評論を行い，その後各人が意見を述べて 

討論し，最後に中村先生のご意見を聞くという 

形で行われた。 

読書会は我々が大学に進み，さらに昭和26
年に卒業して社会人になっても続けられ，昭和 
39年9月までに155回開催された。会員の手書 

きの原稿を集めて製本した同人雑誌「年輪」も 

この間に22号までが発刊された。 

しかしながらこの頃になるとメンバーは企業 

の中核として多忙な時期となり，ついに実質的 

な活動を中断せざるを得なくなった。 

昭和63年10月，中村先生が亡くなられた。 

そしてそのときを契機に読書会が再開されるこ 

とになった。メンバーの多くもそろそろ第一線 

を去り時間的な余裕ができてきたからである。 

再開されてから今日までで25回の読書会を 
もち，18巻の復刊同人雑誌「ねんりん」 を発 

刊した。復刊同人雑誌は昔の手書きの「年輪」 

と異なり印刷して会員に配布している。手書き 

（株）資生堂顧問理事 

（昭和26年応用化学科卒・旧制32「ロI) 

北軽井沢で読書を楽しむ 

の「年輪」 も，復刊した 「ねんりん」も早稲田 

の中央図書館に納本している。復刊「ねんりん」 

は国会図書館にも納本している。興味のある方 
は閲覧して頂きたい。 

最近は活動も益々盛んになり，年間に読書会 
を4 回開催し，「ねんりん」を2回発刊してい 

るが，投稿が多く200頁を越えるものになって 

いる。取り上げるテーマも文学に限らず，芸術 

・般や宗教・哲学・社会にも及んでいる。 

現在の会員は30名足らずだがバラエティー 

に富んでいて，企業に勤めた理工学部出身者の 

みならず，小山宙丸前総長を始め文系の教授や 

他大学の名誉教授や出身者で半ばを占めてい 

る。会員の夫人方の何人かも出席して討論に花 
を添えている。 

途中25年間近くの中断はあったが，昭和21
年（1946）に始まった55年間の読者会の歴史 

は我々にとって貴重なものである。 
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燃焼起因のダイオキシン 

小川 弘 

昭和39年に三菱重工業（株）に入社し，長崎 “‘吐1舞翼ミ’ 

研究所に7年6 ケ月，広島研究所に14年8 ケ 

月，そして昭和61年6月に（出身地は横須賀 

ですが）横浜に帰ってきて15年経ちました。 

横浜製作所は大手ごみ焼却炉メーカですから， 

横浜研究所に転任してダイオキシン問題に対応 

したのですが，ダイオキシン分析結果が思うよ 

うに得られませんでしたので，自分でやるよう 

になり，今口まで続いています。 

城塚研（化学工学）卒ですので，化学分析は 

手段であって目的ではないのですが，広島研究 

所で脱硝触媒（SCR）の開発研究を担当した昭 2000年8月 イスラエル カイザリア 

和47年頃から自分で分析するようになりまし 

た。当時，広島研究所では排煙脱硫装置（石灰 と考えられます。燃焼起因のダイオキシン類は 

石膏法）の開発研究が最盛期で，分析員はそち そのままでは人間が吸収出来ず，従って影響を 

らにかかりっきりで，排煙脱硝では自分で分析 与えていなかったと考えていました。この予想 

しなければ研究が進まなかったからです。その は3年前から立証されつつあります。 

十数年後,三菱重工の排煙脱硫，脱硝装置とも ダイオキシン類の日本人への暴露は，下図の 

世界のシェア50％になったのも分析技術を尊 通り，1960 - 80年の間，多量に環境中に放出 

重したことによると自画自賛しています。 されたPCPとCNP等の農薬中不純物である 

ごみ焼却炉のダイオキシン対策研究を始め PCDDs/PCDFs と製品PCBのの漏洩によるCoー 

て，直ぐに気が付いたのは，木を燃やすとダイ PCBsから来ていると推定されています。 

オキシンが容易に発生することでした。人類誕 日本人のダイオキシン類汚染は1970 -75年 

生から山火事等によるダイオキシンの発生があ の間に最大となり，現在は最高値の40％にま 

り，しかも，先進諸国でさえ，薪を燃料にした で減少している。残された問題は保管だけ義務 

生活を100年前までしていたことから，木材燃 付けたPCBの処理です。 

焼によるダイオキシンはバックグランドとし 

て，太古の昔から，環境中に存在し続けている 

菱日エンジニアリング（株） 

環境分析センター 嘱託 

（昭和39年応用化学科卒・新制14回） 
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―化学屋の近況 

本道 正樹 

菊地研究室でお世話になった後に，平成8年 

に東京ガス（株）に人社しました。入社後は研 

究所に配属となり,現在に至ります。研究所で 

は触媒に携わるチームに配属となりました。 

はじめに与えられた仕事はコージェネレーシ 

ョン用ガスエンジンの排ガス浄化用三元触媒の 

寿命延伸と寿命評価というものでした。触媒は 

あくまでもシステムの一部分でしかないわけ 

で，そのシステム全般についての知識が無いと 

どうしようもありません。というわけで，まず 

はエンジン，センサー類や制御，システムの運 

転状況などのお勉強です。幸いにも機械屋さん 

が周りに大勢いたので，かなりお世話になりま 

した。その後のGHP（ガスヒートポンプ）エ 

アコン用希薄燃焼ガスエンジンの脱硝触媒の開 

発という仕事ではまさに触媒とエンジン・制御 

のマッチングが大きなポイントであったため， 

前の仕事がかなり役立ったと思っています。 

メインの仕事は触媒ですが，研究所内では 

“化学屋”として見られます。もっと言うと， 

“機械や電気も分かる化学屋’’としてです。そ 

のため他の所員や場合によっては他部署などか 

らも様々な相談が寄せられます。ゴミ焼却炉中 

の灰，吸湿材，センサーといった触媒に近い話 

から，排ガスドレーン，伝熱管表面の濡れ性と 

いった話まで，様々です。当然これらに対応す 

るためには他分野も含む幅広い知識が必要にな 

ってきます。「専門外なので分からない」 とい 

えばそれで終わってしまう話なので，その都度 

勉強して，そうならないように心がけていま 

す。 

今後研究所の仕事では，益々このように自分 

の専門以外の領域の知識も求められる傾向は強 

まるように思えます。もしかすると将来は研究 

開発のみにとどまらず，「商品を開発し，それ 

が売れる仕組みまで考えて提案する」ところま 

でが研究所の仕事になるかもしれません（今ま 

でも一部にはありましたが）。そうなってくる 

と,他の技術領域だけにとどまらず，さらにそ 

の商品を売ろうと考えている業界の事情や仕組 

み，行政の動き方といった部分のかなり深いと 

東京ガス（株） 技術研究所 環境技術ラボ 

（平成6年応用化学科卒 新制44回） 

伊豆シャボテン公園にて 

ころまでも知っておくことが必須となるかもし 

れません。とはいうものの，近年の構造改革や 

規制緩和に伴う競争激化による会社環境の急激 

な変化の中で，数年後の自分の仕事を想像する 

ことはかなり困難です。プライベートでは結婚 

もし，娘も生まれ，家庭を持つようになった今， 

あまりのんきなことは言ってっられないのです 

が，多くの情報や急激な変化に振りまわされた 

り，先の見えない不安で悲観的になったりする 

のも馬鹿らしい話です。とりあえず今は吸収で 

きる様々な分野の知識をできるだけ多く取り込 

んでおこうと前向きに（なかば開き直って）考 

るようにしています。どうなるにせよ，研究所 

にいる間はいろんなことを勉強しなければなら 

ないのは確かなようで，脳の退化をひしひしと 

感じる ・方，仕事の新鮮味には事欠かないと思 

う今日この頃です。 
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大学院新専攻「生命理工学」の紹介 

生命理工学専攻の発足 

2001年4 月に，文部省の認可を受けて早稲 

田大学大学院理工学研究科に生命理工学専攻 

（修士課程定員120名，博士課程員25名）を発 

足し，107名の修士課程新入生を迎え新たな研 

究教育活動をスタートしました。応用化学科か 

らは，有機合成化学部門の竜田邦明教授と筆者 

（清水功雄）がそれぞれ新専攻の生理活性物質 

科学と生命分了・工学の研究指導を担当すること 

になりました。 

新専攻発足の背景と経過 

21世紀はライフサイエンスの時代といわれ 

ています。20世紀には科学技術が急速な進歩 

を遂げ，H常生活に深く関わってきましたが, 

その対象はとどまるところを知らず，生命現象 

の解明にまで進んできました。それをいち早く 

察知したのがアメリカの政府と大学であり，現 

在50以上の大学に生命系・医工学系の学部や 

大学院が設置され，大学研究予算の6割が生命 

科学分野に戦略的に投人されています。その結 

果，生命系の博士号取得者が3万人も出ており， 

そのエキスパートが新しい学問分野を形成し， 

新産業の創出に果敢に挑戦しています。これら 

の成果が，バイオテクノロジーのベンチャー創 

出の原点となっていることはよく知られていま 

す。一方,我が国ではたとえ同じ分野の研究を 

したとしても，従来の枠組みの中で博士号の審 

査を受け，生命系の産業の育成が遅れているこ 

とと相まって，既存の企業へ就職するのが一般 

的です。更に，企業が即戦力となる大学院修了 

者を求める傾向は，更に加速されるものと予想 

されます。その様な状況で，欧米と太刀打ちで 

きるライフサイエンスを視野に入れた大学院教 

育，研究の環境作りは急務であるといえます。 

応用化学科では，従来より各研究分野がライフ 

サイエンスを指向した研究にも積極的に取り組 

んできました。1995年度に発足したハイテク 

リサーチセンターでは，生理活性素材や人工臓 

器をテーマとした研究に応用化学科から多くの 

研究室が参加し，本年3月に終了するまで顕著 

な成果を挙げています。また，理工の将来計画 

に関連する1998年度のグランドデザインの提 

案の中でも，応用化学科は“環境”と共に， 

'‘生命科学’’の研究教育強化を訴え続けてきま 

した。このような背景の中で，理工学部にライ 

フサイエンスを指向する理工学研究の研究教育 

拠点を創ることになったわけです。 

研究・教育内容 
現代の教育‘研究は学際的色彩がますます強 

くなり，従来の機械・電気・物理といった学科 

の枠組でおさまりきらないばかりか，理工学・ 

医学など学部の枠組をもとびこえた情報の交換 

が必要な場面に出会うことが多くなっていま 

す。早稲田大学理工学部では，14の学科毎に 

各学生は基礎教育を受けていますが，その異な 

った学問体系を習得した学生群を大学院で集学 

的に教育してこそ，学際領域の全体像一本質を 

頭と身体で会得した視野の広い次世代リーダを 

養成することになると考えています。また，バ 

ックグラウンドの異なる教員がーつのグループ 

にまとまり，その中で融合することで，シナジ 

ー効果が期待でき，新テーマの創生と新しい枠 

組みの共同研究も展開しやすくなると予想して 

います。各基盤理工学分野の知識と技術を“生 

命’’という視点から統合してゆくような教育・ 

研究の環境を作ることは，21世紀の社会的ニ 

ーズを先取りした人材を育成し輩出する上で不 

可欠であると考えています。 

実際，新専攻発足にあたっては，応用化学専 

攻から2名のほか,化学専攻から2名，物理専 

攻から3名，機械専攻から2 名，ェレクトロニ 

クス分野から2名，教育学部生物学専修の7名 

が参加し，生命のシステムを中心とする分野と 

分子の機能を中心とした研究を行なう2つのコ 

ースに分かれています。 

すべての講義，演習，実習をセメスター制と 

しています。理工学では「何が造れるか」では 

なく「何を創るか」が大切です。そこで，生命 

理工学倫理論を必修科目とし，生命倫理，医療 
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倫理，環境倫理について講義を行います。様々 

な学科から進入する学生に生命理工学の基礎を 

教育するために 「総合生命理工学特論」を必修 

科目とし，従来の狭い分野では取り扱えない広 

い領域を異分野の複数教員で取り扱い，アプロ 

ーチの多様さと統合の可能性を学生諸君に考え 

てもらいます。(2001年度は「生命と進化・選 

択」「生命と環境・ェネルギー」「生命と進化・ 

選択」「生命と情報・知能」 からーつのテーマ 

を選択することになります）。概論科目 「医学 

概論」「分子生物学・生化学概論」「細胞生物 

学・神経生物学概論」を設置し，医学や基礎的 

な生物学の知識をもたない理工系学生に導入的 

な講義を行います。特別講義「先端生命理工学 

特別講義」 として，最新の生命理工学研究の成 

果を著名な外部研究者に講義していただくな 

ど，新たな試みを展開しているところです。修 

士課程の卒業生を送りだすのは，2003年3 月 

ですが，卒業生が実社会で大いに活躍できるこ 

とを期待しています。 

（文責】応化教授清水功雄） 

〈生命理工学専攻カ)キュラム〉 

●セメスター制 

すべての講義，演習，実習をセメスター制とし，複 

数指導体制，外国学生の入学などに柔軟に対応できるカ 

リキュラム構成になっています。 

●基礎重点科目 

様々な学科から進入する学生に生命理工学の基礎を 

教育するために以ドの基礎重点科目を設置しています。 

(2-1）必修科目 

〇「生命理工学倫理論」を必修科目とし，生命倫理，医 

療倫理，環境倫理について講義を行います。 

〇「総合生命理工学特論」 を必修科目とし，従来の狭い 

分野では取り扱えない広い領域を異分野の複数教員で取 

臓器工学 

生物工学 

バイオ・ロボティクス 

生命分子化学 

生命分子合成化学 

生理活性物質科学 総・ 

応用分光学 

先端生命理工学 

特別講義 

総合生命理工学特論 
（必修） 

生命と環境 
エネルギー 

生命と 
蓮動・制御 

姦鷺 医学概論 

生命理工学倫理論 
（必修） 

細胞生物学・ 

神経生物学概論 

植物生理化学 

分子生殖生物学 

内分泌学 

分子生物学 

細胞生物学 

論 

無機バイオテクノロジー 
生命と進化・ 

情報 

り扱い，アプローチの多様さと統合の可能性を学生諸君 

に考えてもらいます。適宣，外部講師や外国人講師や外 

国人訪問研究者を加える予定でいます。 

（「生命と運動・制御」「生命と環境・ェネルギー」「生 

命と進化・選択」「生命と情報・知能」からーつのテー 

マを選択することになります）。 

(2-2）概論科目 

〇「医学概論」「分子生物学・生化学概論」「細胞生物 

学・神経生物学概論」を設置し，医学や基礎的な生物学 

の知識をもたない理L学生に導入的な講義を行います。 

(2-3）特別講義 

〇「先端生命理工学特別講義」として，最新の生命理L

学研究の成果を著名な外部研究者に講義していただく予 

定です。 

生命と 
惜稽‘知能 

分子生物学・ 

生化学概論 

先端生命理工学 

特別講義 

生命理工学 

特別実習 

●選択科目（持論） 

専有および客員教員が特論を担当 

し，最先端の研究内容を講義しま 

す。 

●複数指導体制 

必要に応じて複数の教員による 

「演習」「研究指導」を実施します。 
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応化教室近況 

日本化学会賞 受賞 竜田邦明教授 

「多様な天然生理活性物質の実践的全合成と活性発現機構の解明」 

先生の研究は「すべては全合成から始まる」 

という概念に基づいています。全合成は基礎研 

究の途中駅に過ぎず，終着駅は学際領域への貢 

献であり，実用可能な物質の創製とその工業化 

であります。全合成とは，最小単位の原料から 

天然生理活性物質（天然物）を合成することを 

意味し，50工程を越すことも多いのですが， 

先生は，これまで約65種の天然物の全合成を 

完成されています。しかも，そのうち50種強 

が世界最初の全合成であり，国際的にも高く評 

価され，"Dr. Total Synthesis'’ と紹介されるこ 

とも多いと聞いています。また，ブドウ糖など 

の糖質を原料として用いる合成手法も確立さ 

れ，糖質の将来の原料としての重要性をも例証 

されました。全合成の標的物質は，抗生物質， 

抗がん剤，抗かび剤，酵素阻害剤，血圧降下剤， 

抗ェイズ薬,神経系制御物質，貝類付着阻害物 

質などの有用な天然物であり，全合成後の開発 

と実用性を考えられたからであります。 

特に，四大抗生物質群（図）は，20世紀の 

科学の象徴的なものであり，人類の健康と福祉 

に大きく貢献しましたが，これらのすべての代 

表物質の全合成を世界で初めて完成されたこと 

から，五大陸の最高峰征服に等しいと評価され 

ています。それぞれ構造的にも活性的にも特異 

であり，抗生物質群の中でも姿，形の異なる孤 

高の美しさを誇る最高峰であります。 

多種多様な天然物の全合成の完成により，ま 

ず当該天然物の構造を確証され，それらの薬学， 

生化学，医化学などにおける分子レベルでの研 

究を可能にされています。また，全合成におけ 

る新しい合成法や合成戦略だけでなく，工業的 

合成法も数多く開発され実用化に至っていま 

す。 
以上の知見を結集することにより，種々の類 

縁体を合成し，生理活性と構造との相関研究に 

基づき，活性発現機構を明らかにされ，その結 

果，実用可能な化合物を創製されました。先生 

の提唱される「実用可能なモノを実用可能な方 

法で創る」をまさに実践されました。今後，ど 

のような化合物の全合成に挑戦され，どのよう 

なモノを工業化されるのか世界が注目していま 

す。 
（文責】Dl 中野智） 

。
。
、
一
 

工
。
 

NI-I

図：糖質（中央）を用いた四大抗生物質の全合成 
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電気化学会 平成13年度 学会賞・武井賞 受賞 逢坂哲禰教授 

「高機能テバイスのための電気化学的薄膜形成プロセス」 

逢坂哲蒲先生は，この度電気化学会平成13

年度学会賞・武井賞を受賞されました。本賞は 

電気化学および工業物理化学の進歩・発展に寄 

与する優れた業績を挙げた研究者に授与される 

もので,同学会における最上位の賞であります。 

今回のご受賞は，先生の永年にわたる高機能 

デバイスのための電気化学的薄膜形成プロセ 

ス，特に高密度磁気記録デバイス用磁性薄膜・ 

システムの研究開発，および高ェネルギー密度 

リチウム二次電池用薄膜材料・システムの開発 

研究を初めとした膨大な成果が高く評価された 

ものです。これらの成果は次世代の様々な高性 

能情報機器の実現を支える技術と目されてお 

り，既にその成果に基づいた高性能薄膜磁気ヘ 

ッドなど各種デバイスの実用化も実現しつつあ 

り，今後さらなる発展が期待されています0 先 

生のご受賞を心よりお祝い申し上げます。 

（文責】応化助教授 本間 敬之） 

American Society for Artificial Internal Organs (ASAIO) Fellowship Award受賞 

修士課程2年葉山順代 

"Observation of Surface Pores of Hollow-

Fiber Dialysis Membrane by Tapping Mode
Atomic Force Microscopy" 

この度，酒井・小堀研究室に在籍する葉山さ 
んは，2001年6月にNewYork にて開催された 
第47回米国人工内臓器学会年会において表題 

の研究発表を行い，Fellowship Awardを受賞 

致しました。本賞は，学生，インターン, レジ 

デント，若手研究者などを対象としており，年 

会において優れた研究発表を行った者に対して 

授与されるものです。彼女は，ナノスケールで 

観察が可能な,一子間力博微鏡（讐omic Force Fe而wshlp Awardの受賞者たち葉山順代（左から3番目） 
Microscopy, AFM）を用いて，透析器で使用さ 

れている中空糸膜内面および外面の細孔を観察 

することに成功し，さらに非常に難しいとされ の新規性や有用性，および発展性が評価された 
る液巾での観察も実現しました。この技術と成 ものと思われます。 

果により，中空糸膜の膜構造と透過性能との関 本賞の受賞は喜ばしいことであり，これを良 
係が解明されることが期待され，さらなる高性 い機会として，なお一層の研錯を期待していま 
能な中空糸膜の開発につながるものと考えられ す。 

ます。彼女はさらに膜構造と溶質の拡散透過性 

との理論的な解析を進めており，その研究手法 

Fellowship Awardの受賞者たち】葉山順代（左から3番目） 
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新任教員紹介 

小堀講師のあいさつ 小 堀 深 

1992年（平成4 年） 3 月 

1996年（平成8年） 3 月 

1998年（平成10年）3月 

2000年（平成12年）3月 

2000年（平成12年） 3 月 

2000年（平成12年） 4 月 

2001年（平成13年） 4 月 

福岡県立修猷館高等学校卒業 

早稲田大学理工学部応用化学科卒業 

同大学院理工学研究科修L課程修了 

同大学院理上学研究科博L課程修了 

博士（E学）（早稲田大学） 

早稲田大学理工学部助手 

早稲田大学理工学部専任講師 

本年4月1口付けで，応用化学科の専任講師に嘱任されました小堀深と申します。私学の雄，早 

稲田大学に奉職できることを，大変光栄に存じております。私は，九州の福岡県福岡市出身です。 

いわゆる博多と呼ばれているところですが，地元では歓楽街中州を境に西側を福岡部，東側を博多 

部といいまして，私は福岡部の生まれです。しかし，現在はJR博多駅や博多砥園山笠，博多どん 

たく港まつりなどから全国的にも「博多」 の方が有名ですので，福岡出身というよりも博多出身と 

いった方が地理的にも分かっていただけるかと思います。 

その博多を出で早稲田の門をくぐったのが今から約10年前になります。学部時代は一人暮らし 

の不規則な生活をしながらよく授業についていけたものだと，我ながら不思議に思います。東京は 

本当にパワーのある街です。あらゆる娯楽や知識や情報があふれています。田舎者だった私は，家 

と学校との往復のみで体力のほぼ全てを消耗していましたので，幸運にも大学に集中することがで 

きたと思います。ただ，私もアルバイトはしていました。千駄ケ谷のお寿司屋さんで学部の1年か 

ら研究室配属の直前までの丸3年間続けました。そのお寿司屋さんでは早大生ということで，大変 

に可愛がっていただいて，こういうところにも早稲田の力ってあるのだなと妙に感心した記憶があ 

ります。皆様の中にもこの「早稲田」に恩恵を受けた方も多いと思います。これは，学会に出席し 

たときも感じるものです。この「早稲田」の価値は数多くの先輩方が築きあげてきたものであり， 

我々が守っていかなければならない大切なものです。 

現在私は酒井清孝教授のもとで医用化学工学を専門としています。酒井教授は当時誰も手をつけ 

ていなかった医療に化学工学の概念を適用する手法を築き上げた方です。私はこの医用化学工学の 

研究手法に魅せられた者の一人で，これからもこの分野に携わっていけることに非常に感謝の気持 

ちでいっぱいです。また，私はこの医用化学工学の灯火を守り，さらに展開していくことが私に課 

せられた責務だと考えております。幸い応用化学科には独創性を持って新規分野を開拓された先生 

方が多くいらっしゃいます。今後は，諸先生方にご指導を賜りつつ，また応用化学会会員の皆様の 

ご支援を頂きながら，誠心誠意頑張っていく所存でありますので，これからもどうぞよろしくお願 

い中しLげます。 
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新博士誕生 

論文題目 

高温脱硫微生物における炭素ー硫黄結合切 

断型脱硫機構の解析と微生物脱硫への応用 

Functional Analysis of C-S-bond

Targeted Desulfunzation by Thermophilic

Bacteria and Its Application to Bio-

desulfunzation

石 井 義 孝 

平成2年3月 応川化学科卒業 

平成4年3 月 博L前期課程修了 

平成4年4 月 沖電気工業（株）入社 

平成5年9月 （株）コスモ総合 

研究所人社 

平成5年9月 （財）石油産業活 

性化センター出向 

平成13年3月 博ft ~．学）早稲田大学 

平成13年4 月 早稲田大学・助手 

この度，早稲田大学より博上（工学）の学位を授かり，身にあまる光栄と深く感謝しております。本論文の作製にあたり，終 

始懇切なる御指導を賜りました字佐美昭次教授，桐村光太郎教授に深く感謝いたします。また，本論文を審査していただきまし 

た菊地英一教授，木野邦器教授をはじめ，lい用化学科の諸先生に心より御礼申し上げます。また，お世話になりました（財）イ― 

油産業活性化センター右油基盤技術研究所バイオ精製研究室の皆様，（株）コスモ総合研究所の皆様に厚く御礼申し上げます。 

本論文は，バイオテクノロジーを適用した環境調和型（環境負荷低減型）の石油精製プロセスの開発を目指し，軽油の超深度脱 

硫に微生物脱硫を利用したものです。深度脱硫軽油中に残存している難除去性のアルキルジベンゾチオフュン（DBT）類の炭素ー 

硫黄結合を切断し，30 印での広範囲なiHJuTJ変域で脱硫を行う高温脱硫微生物を微生物探索により取得しました。さらに，脱硫反応 

経路を決定し，脱硫反応に関与する全ての遺伝子を取得しました。本来アルキルDI汀類の脱硫活性を持たない大腸菌に導入するこ 

とによって，新たにアルキルDBT脱硫を付与するとともに元株より高脱硫活性を有する組換え大腸菌の育種に成功いたしました。 

これらの成果は軽油の超深度脱硫プロセスにおける環境調和型微ノ~物脱硫プロセスの開発に応用できると考えております。 

現在，私は桐十」光太郎教授のもと，早稲田大学理」．学部助手として新たな研究を進めております。今回の学位取得を節日とし， 

さらに研錯を積んでいく所存でありますので，今後も皆様の御指導，御鞭捷を賜りたく宜しくお願い中しI げます。 

論文題目 

Cloning, Expression and Functional Analysis of

Genes Encoding Mitochondrial Enzymes from a

Citric Acid-Producing Fungus Aspergillus niger

クエン酸生産糸状菌Aspeigil/us nigerのミト 

コンドリア局在型酵素群をコードする遺伝子 

依 田 昌 史 

平成8 年3月 

平成10年3 月 

平成12年4 月 

平成13年3 )J

平成13年7月 

応用化学科卒業 

博士前期課程修了 

本学理工学総合研 

究センター助手 

博上（工学）早稲田 

大学 

博士後期課程修f

ニッポンEGT（株）人社 

この度，早稲田大学より博上（上学）の学位を授かり，身にあまる光栄と深く感謝しております。本論文の作製にあたり，終 

始懇切なる御指導を賜りました桐村光太郎教授に深く感謝いたします。また，本論文を審査していただきました宇佐美昭次教授， 

西出宏之教授，木野邦器教授をはじめ，応用化学科の諸先生，諸先輩力，応用牛物化学研究室の皆様に厚く御礼中しLげます。 

本論文は，クエン酸高生産糸状菌Aspei召illus n智er WU-2223Lのクエン酸生産機構を遺伝子レベルで解析したものです。クエン 

酸生産にかかわると考えられるミトコンドリア局在酵素，citrate s thase, NADP十一依存型isocitrate deh殖mgenase をコードする 

染色体遺伝子のクローニング，塩基配列の解析を行い，大腸菌での活性発現に成功いたしました。また本菌株はシアン非感受川 

呼吸を有しており，この呼吸を触媒する酵素alternative oxidase の活性をミトコンドリアに認め，当該酵素比活性の上昇とクエン 

酸り産性の向~との相関を明らかにしました。そこで当該酵素をコードする遺伝子をクローニングし，本来シアンJl感受性呼吸 

を持たない大腸菌に導入することによって新たに当該呼吸を付与することに成功いたしました。これらの成果より遺伝子レベル 

での代謝調節が可能となり，クエン酸生産あるいは代謝工学に広く応川できると考えています。 

現在，私はニッポンEGT株式会社でオリゴヌクレオチド合成とgenomics に携わっております。今回の学位取得を節目とし， 

さらに研錐を積んでいく所有でありますので，今後も皆様の御指導，御鞭捷を賜りますようお願い申し上げます。 
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論文題目 

イオウを含む高分子物質を利用したプ 

ロトン電池用固体電解質と正極活物質 

Solid Electrolytes and Cathode

Active Materials for Proton Batteries

Utilizing Sulfur-Containing Polymers

趨俊相（Cho, Jun-Sang) 

平成4 年2月 壇国大学大学院（韓 

国）修士課程修了 

平成4 月1月 三坐電子工業（株） 

三松研究所入社 

平成10年4月 早稲田大学大学院 

理工学研究科博上 

期課程入学 

平成13年3月 工学博士（早稲田大 

学）博士後期課程修了 

平成13年4 月 慶慮義塾大学理工 

学部化学科助手 

この度，早稲川大学より博上（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております0 早稲田への留学からは 

じめとして本研究を展開するにあたり終始懇切なるご指導を賜りましたL田英俊教授に心より御礼を申し上げます。また， 

本論文の御審査を賜りました逢坂哲捕教授，西出宏之教授，武岡真司助教授をはじめ，応用化学科の諸先生方，諸先輩方， 

高分子化学研究室の皆様に厚く御礼中し上げます。 

本論文は，エネルギーデバイス用の機能高分子材料を日的として，イオウを含む高分子強電解質を耐熱性のプロトン伝 

導体として利用し，プロトン電池川電解質としての検討と,更に高ェネルギー密度の二次電池用正極物質としてジスルフ 

ィド基を導入したポリアニリン誘導体について，レドックス活性と導電特性の検討から新しい導電性高分子の合成法の確 

立と物性司所析を明らかにしたものです。これらの研究成果は，今後高分子材料を利用した更なるエネルギーデバイスの小 

型化，軽量化および高機能化に大きく寄与できると考えられます。 

現在，私は慶慮義塾大学理工学部化学科の助手として新たな研究を進めております。今回の学位取得を研究者の第・歩と 

して，鋭意専心，職務に精励する所存であります。今後とも皆様方のご指導と御鞭捷を賜りますよう，心からお願い申しI: 

げます。 

論文題目 

Synthesis and Structure-Activity

Relationships of Novel Benzopyran

Derl.ati..... .. ..:tL Potassium ChanneI

0penIng Ac廿切W as AntihypeけensIve Dn」g

、’・’ 

高 直 樹 

昭和60年3 月 

昭和60年4月 

LJtIIVdLIVtS Wulli rU1dSSUUItI しF 1 d F 1 Fl e I 平成3 年3月 

0pening Activity as Antihypertensive Drug l ま 平成 3 年 4 )J

力リウムチャンネル開口作用を有する新 ~ らi！難w、 平成13年2 )J

規降圧剤の開発を目的としたベンゾピラ ~ 心 ~ 

ン誘導体合成および構造活性相関の研究 

応用化学科卒業 

大日本印刷（株） 

人科 

博上前期課程修了 

中外製薬（株）人 

社 

工学博上（早稲山 

大学） 

この度，早稲田大学より博士（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本論文の作成にあたり， 

終始御指導していただきました清水功雄教授に，心から感謝申しトげます。本論文を審査して頂きました竜田邦明教授， 

化学科多田愈教授をはじめとする応用化学科諸先生方に深く感謝申し上げます。 

本論文は，ATP依存性カリウムチャンネル開H作用を有する新規降圧剤の開発を目指し，新規ベンゾピラン誘導体合成 

および構造活vl相関の研究を行ったものです。以前，我々はファルマコフォアモデルを構築し，ATP依存性かJ ウムチャ 

ンネル開口作用を有する新規ベンゾピラン誘導体を見出しています。今回このモデルを基に更なる活性の向L，消化管吸 

収性向上および代謝安定化による経口活性の向上，および毒性回避のための置換基探索を行い，開発候補品KC -5 15 を見い 

だしました。さらに，KC-515 の工業化合成に向けてパラジウム触媒を用いた新規カルボキサミド化反応を開発致しました。 

このようにして見出した候補化合物が上市され，病気の治療に役立つことが期待されます。また，今回行った活性向上， 

経目吸収性向L，代謝安定化，そして毒性回避の手法は，他の薬剤開発にも生かされることが期待されます。 

現在，私は中外製薬株式会社化学研究所で，創薬研究に携わっております。今回の学位取得を機に，さらに研鐙を積ん 

でいく所存であります。今後も皆様の御指導，御鞭捷を賜りますようお願い申し上げます。 
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論文題目 

Modeling of Gas Transfer in

Biological and Artificial membrane

Modules and Acceleration of Gas

Transfer Rate

生体膜および人工膜モジュールにおけ 

るガス透過モデルの構築とガス透過速 

度の促進 

松 田 範 昭 

平成9 年3月 応用化学科卒業 

平成10イ「三3 月 修I：課程修了 

平成13年3 月 L学博L（早稲田 

大学） 

博L後期課程修了 

平成13年4 月 早稲田大学理工学 

総合研究センター 

客員研究員 

この度，lf稲田大学より除1: (11学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本論文作成にあたり， 

終始懇切なるご指導を賜りました酒井清孝教授に深く感謝いたします。本論文を審査していただきました平川彰教授，平 

沢泉教授，常田聡助教授をはじめ，応川化学科の諸先生方，諸先輩方，酒井研究室の皆様に厚く御礼申しLげます。 

本論文は，生体のガス交換装置，特に魚類の鯉におけるガス交換メカニズムを解明し，人工肺および人工鯉の開発をH

指したものです。人工肺開発のためのシミュレーションモデルを構築し，小型で血液に損傷を与えにくい人工肺を設計し 

ました。また，酸素キャリア液を利川した，小型で携帯可能な人工鯉の開発を達成しました。人「鯉により，人類の生活 

圏は海中まで大きく広がると期待できます。 

現在私は， Department of Biological Chemistry and Cell Biology, Rice University (U.S.A.)で postdoctoral research

associate として研究を進めております。学位取得を機に，より ・層の努力と鍛錬に励み，研究者として社会に貢献してい 

く所存であります。今後とも応用化学会の皆様には，ご指導，ご鞭捷を賜りたくJ自二しくお願い申し上げます。 

論文題目 

Catalysts for Hydrorefining and

Reforming of Petroleum Fractions

石油留分の水素化精製と改質触媒の研 

究 

藤 川 貴 志 

昭和61イI三3 月 応用化学科卒業 

昭和63年3 月 修L課私印参」’ 

昭和63年4 '」コスモ石油株式会 

社人社 開コスモ 

総合研究所（現・ 

コスモ石油脚中央 

研究所）配属 

平成12年10月 工学博士（早稲川 

大学） 

この度，甲一稲田大学より陰L（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本論文の作成にあたり， 

終始ご指導いただきました菊地英一教授，学位審査にあたり適切なご助言を賜りました黒田・幸教授，松方正彦教授に厚 

くお礼中しI.げます。また，在学中に，燃料化学の基礎をご指導賜りました森田義郎名誉教授に感謝いたします。 

近年ディーゼル車排気ガス中の大気汚染物質である浮遊粒子状物質および窒素酸化物の低減が課題になっており，その 

燃料面からの対策として軽油中の硫黄化合物を除去することが強く望まれています。本論文は，環境調和型クリーン燃料 

の製造に関連して，厳しい規制値に対応可能な軽油の深度脱硫と脱芳香族触媒およびナフサ改質触媒の技術開発を14的と 

して行った研究をまとめたものです。本研究で新規に開発された深度脱硫触媒（CoMoPノゼ オライト・アルミナ）と脱芳香 

族触媒（Pt-Pdノシリカ・アルミナ）はその具体的な成果であり，既存の水素化精製触媒に比べて高い反応性が得られるこ 

とを実証しております。また，開発した深度脱硫触媒はコスモ石油製油所の軽油脱硫装置において実証化試験が行われ， 

実用的な触媒であることが確認されました。 

現在私は，引き続きコスモ石油株式会社巾央研究所にて，軽油用超深度脱硫触媒の開発に従事しております。学位取得 

を研究者の第一歩として，より ・層の研錯を積む所存ですので，今後とも皆様方のご指導とご鞭捷を賜りますよう宜しく 

お願い中し上げます。 
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論文題目 

静止系融液内晶析現象を利用した潜熱 

蓄熱プロセスの開発 

Development of Latent Heat Storage

Process Using Crys tallization

Phenomena in the Stagnant Melt

垣 内 博 行 

昭和63年3 月 東京理科大学理Ii

学部卒業 

平成2 年3 )］東京理科大学大学 

院I里工学研究科修 

士課程修了 

平成2年4 月 三菱油化株式会社 

入社（現 三菱化 

学株式会社） 

平成13年3 月 工学博士（早稲田 

大学） 

この度，早稲田大学より博L（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本研究を展開するにあたり終 

始懇切なるご指導を賜りました平沢泉教授に心より御礼申しLげます。また，本論文のご審査を賜りました平田彰教授，酒井清 

孝教授，常田聡助教授をはじめ，貴重な助言をドさった豊倉賢教授（当時）をはじめとする応用化学科の諸先生方に心より感謝 

致します。 

本論文は，静止融液内の品析基礎現象に着日し，過冷却の緩和，相分離防止および蓄熱プロセスの効率化を図り，0 ~ 120で 

の広範囲の蓄熱温度に利用しうる潜熱蓄熱材の設計を行い，各蓄熱材に対応した新規な蓄熱プロセスを開発したというものです。 

本研究成果を利用した蓄熱システムが国内の地域冷暖房などで既に数多く実用化されています。また，現在実用化されていない 

成果についても，潜熱蓄熱プロセスの新規な方向を明示するとともに，広く熱リサイクル技術としての新展開に貢献するもので 

あると考えております。 

現在，私は三菱化学株式会社科学技術研究センターで，新規熱ェネルギーシステムの研究開発に携わっております。今回の学 

位取得を節日とし，さらに研錯をつんでいく所存でありますので，今後も皆様のご指導，ご鞭捷を賜りますようお願い申しLげ 

ます。 

論文題目 

Analysis of Protein Folding

Mechanism by Molecular Dissection

Technique

分子分割によるタンパク質立体構造形 

成機構の解析 

本 田 真 也 
昭和60年3 月lし用化学科卒業 
昭和63年3 月 束京農L大学大学院修 

七課程修了 
昭和63年4 月 通商産業省人省（工業 

技術院繊維高分子材料 
研究所） 

平成7 年10月 同生命工学Ii業技術研 
究所主任研究官 

平成9 年4 月 同基礎産業局生物化学 
産業課安全専門職（併任） 

平成12年10月 理学博1:（早稲田大学） 
平成13年4 月 産業技術総合研究所主 

任研究員 

この度，lf・稲田大学より博L（理学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本研究を纏めるにあたり 

終始懇切なる御指導を賜りましたL田英俊名誉教授，ならびに学位審査の労をお取ケドさいました伊藤紘・教授，西出宏之 

教授，武岡真司助教授に心より御礼中しEげます。在学中に御指導いただきました森川義郎名誉教授，菊地英一教授，束京 

農L大学成川光章教授に厚く感謝致します。研究の遂行にあたり常に適切な助言と多大な協力を賜りましたL平初穂博Lを 

はじめとする川L業技術院の皆様，小林直宏博Lをはじめとする筑波大学の皆様，ならびに科学技術振興事業団難波啓・博 

十に心より感謝致します。公私に渡りお世話になりました平川彰教授をはじめ応川化学科の諸先生力に深く感謝致します。 

本論文は，分割したタンパク質分rの断片およびそれらからなる集合体の構造物性の解析により得た，タンパク質構造に 

関わる要素還元論的諸考察を纏めたものです。タンパク質の主体構造形成機構は分了・生物学の最難問題のひとつで，先人の 

幾多の努力にも拘らず今なお未解決の課題であります。加えてポストゲノムの時代を迎え，原理解明の重要性は大きく増し 

ています。本研究で明らかにしたドメイン下層の階層的分了・形成機構が，その全容の包括的な理解に少しでも寄与するので 

あれIま幸いです。 

現在，私はこの4 月に新たに発足しました独立行政法人産業技術総合研究所にて，引き続きタンパク質科学の研究に従事 

しております。学位収得を励みとして，技術立国たるわが国の新世紀産業創j告の基盤構築に貢献すべく， 一層の研錯を積む 

所存であります。今後とも応川化学科の議先生方，諸先輩方の御指導，御鞭推を賜りますよう宜しくお願い巾しLげます。 
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論文題目 

Control of Microstructure on

Perpendicular Magnetic Recording

Media

垂直磁気記録媒体の構造制御に関する 

研究 ‘、 

尾 上 貴 弘 

平成8年3月 

平成10年3J] 

平成11年4 Jj

平成13年3 )1

平成13年4 月 

応用化学科卒業 

博士前期課程修了 

本学理L学部助手 

工学博士（早稲田 

大学）博士後期課 

程修了 

本学理上学総合研究 

センター客員講師 

この度，早稲田大学より博L （上‘'7り の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本研究を展開するにあ 

たり終始ご指導頂きました逢坂哲禰教授に心から感謝申し上げます。本論文を審査して」頁きました黒田一幸教授，菅原義 

之教授，本間敬之助教授，法橋滋郎客員教授をはじめとする諸先生方に深く感謝申しLげます。また，応用物理化学研究 

室の皆様に厚く御礼申し上げます。 

本論文は，磁気記録媒体用材料の開発ならびに微細構造の制御に関するものです。はじめに，湿式法（無電解めっき法）, 

乾式法（スパッタ法）による媒体作成の可能性を示しました。これらの千法を用いて，磁気記録層を一層設けた新規媒体 

系（垂直面内複合型媒体）を作製し，その有効性を明らかとしました。また，スパソタ媒休においては，カーボンやシリ 

コンなどの下地層を付与することによる微細構造制御手法を初めて提案し，媒体特性の向ヒが可能であることを明らかと 

しました。本研究成果は磁気記録分野のみならず，電f材料分野，各種薄膜デバイス分野への応用が期待されます。 

現在，私は本学理工学総合研究センターで客員講師として，これまでの研究をザは続き行い，また，新たな研究にも着 

手しております。今回の学位取得を節目とし，現状に満足することなくH 4適進して行く所存であります。今後とも皆様 

方のご指導，ご鞭捷を賜わりますよう宜しくお願い申しLげます。 

論文題目 

無電解ニッケルーホウ素めっき浴の開 

発および膜物性評価 

Development of Electroless Nickel-

Boron Plating Baths and the

Evaluation of Their Film Properties

金 満 

1981年2 月 

1983年2 月 

1983年3 月 

2000年10月 

慶北大学校卒業 

(BS) 

慶北大学校大学院 

卒業（MS) 

韓国機械研究院 

表面技術部研究員 

E‘、糾専L（早稲田 

大りり 

この度，早稲田大学より博上（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本論文の遂行にあたり 

終始懇切なる御指導を賜りました逢坂哲弼教授に，心から深く感謝申し上げます。本論文を審査して頂きました黒Hト幸 

教授，菅原義之教授，本間敬之助教授，韓国機械研究院の権植哲先生をはじめ，応用化学科の諸先生力，諸先輩力，研究 

室の皆様に心より厚く御札申しEげます。 

本論文は，高比抵抗と低抵抗温度係数を日差して薄膜抵抗体としての利用を前提として無電解ニッケル系合金薄膜の電 

気抵抗特性と熱処理による熱的安定性およびその膜構造に与える影響について検討し，電気抵抗特性と熱的安定性につい 

てその膜構造を中心に検討した。特に電気抵抗値と熱的安定性を向上させる日的でニッケル系薄膜に微量のCが含右され 

たNiBCとNiPC薄膜およびReが含有されたNiReB 合金薄膜を開発したが，結果的に電気抵抗値と熱的安定性は含イ」されて 

いる微量元素による皮膜の微細構造に起因された。従って，電気抵抗値と熱的安定性を向l させるためには微量元素を調 

節して皮膜構造をコントロールすることが重要であることを明らかにした。これらの研究成果は薄膜抵抗材料として幅広 

く応用できると考えております。 

現イI ，私は韓国機械研究院の責任研究員として，マイクロスケールの微細めっきの研究に携わっております。今回の学 

位取得を研究者として一層成長できますよう，今後とも皆様力の御指導，御鞭捷賜りますようお願い申しI げます。 
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論文題目 

Formation of Fine Patterned

Structure on Silicon Wafer by Means

of Electrochemical Methods

電気化学的手法によるシリコンウェノ、 

上への微細構造体の作製 

高 野 奈 央 

平成9 年3月 応用化学科卒業 

平成10年3月 修士課程修了 

平成11年4 月 早稲田大学理「学 

部助手 

平成13年3 月 工学博士（早稲田 

大学）博士後期課 

程修了 

この度，早稲田大学より博上（工学）の学位を授かり，身に余る光栄と深く感謝しております。本研究を展開するにあ 

たり，終始懇切なるご指導を賜りました逢坂哲輔教授に心から感謝申し~げます。また，本論文の御審査を賜りました黒 
田 市教授，菅原義之教授，本間敬之助教授をはじめ，応用化学科の諸先生力に深く感謝申しLげます。さらに,お世話 

になりました諸先輩方，応用物理化学研究室の皆様に心より御礼申しLげます。 

本論文は，シリコンウェハ上へ金属微細構造体を作製することにより，新規メモリ材料をはじめとする高機能性材料の構 

築をII指しており，なかでも，電気化学的手法を用いたプロセスの確立を日指し，検討を行ったものです。まずシリコンウエ 

ハLでのニッケルの析出挙動に関する検討を行い，その析出機構と，化学的前処理の及ぼす析出挙動への影響を明らかにし， 

析出挙動の制御に成功しました。この結果をもとに，新たな微細構造体作製プロセスを構築しました。さらに，有機単分了 

層を形成したシリコンウェハ表面に電fビームを照射することによる表面状態の制御に成功し，有機単分了層を用いた金属 

微細構造体作製の可能性を不しました。これらの成果は，ナノ構造体作製技術の発展へ寄与するものと考えられます。 

現在，私は早稲田大学各務記念材料技術研究所で客員研究助手として，金属微細構造体の作製および機能性の付与に関 

する研究に携わっております。学位取得を節Hとし，更なる研鐙を積んでいく所有であります。今後とも皆様のご指導， 

ご鞭捷を賜りますよう，宜しくお願い巾しI-:げます 

鰍《や‘（くくや‘《く眠4叫（1~くく（くや‘くくくく一《（くくくーくくくくやく《く（くーくくく什《くくくト‘くくくトく（《くくーくくくくく一《くく（《一くくく《《・くくくく《唯《《（畦αくH(（くくHく（くく・くくくくく叫く（'HくくくH《《《く一《く‘ぐくくくく‘H《く什く‘く《くーく（《（H（くく‘H(‘くくーくくく《く“馴騒唯《（《嘩“や《“く《．《《《（《トく《くく‘一くくくくト《 

【応化教室この一年間のトピックス】 

1．学生数】学部卒業生134名（うち女子23名） 修士修了生90名（うち女子14名） 
学部新人生147名（うち女子27名） 修士入学生85名（うち女子14名） 

2 教室教員人事】 

①土田英俊先生退任，名誉教授へ就任 

②桐村光太郎先生，菅原義之先生，松方正彦先生 教授へ昇任 
③小堀深助手 講師就任（化学工学） 

3 組織・運営 

①大学院に新専攻「生命理工学専攻」が発足し，有機合成部門の竜田先生と清水先生がそれぞ 
れ生理活性物質科学と生命分子工学の研究指導に参画 

② A0（創成）入試方式の導入（平成13年9月実施） 
③島崎和雄褒賞の設立 

4．各賞受賞 

①日本化学会賞（竜田教授），電機化学会賞（逢坂教授），化学工学技術賞（平沢教授），最優 

秀論文発表賞（本間助教授），分離技術ポスター賞（平沢研究室）,FellowshipAward 賞（酒 
井・小堀研究室） 
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学生部会 

新入生オリエンテーション 

これを読む方はこの文が通例の紹介ではな 

く，あくまで私の視点から見たオリエンテーシ 

ョンであると了承していただきたい。ただ，そ 

のぶん心をこめてかくことが出来たと思うし， 

自分の感じたことを伝えるには一番と思ったの 

である。 

さて,今年のオリエンテーションは4 月20, 

21日の二日間で実施された。しかし，私にと 

ってはそんな短いものではなかったのである。 

2月の上旬，初めてオリエンテーションに関 

する話し合いが委員たちの問で行われた。そし 

てその記念すべき1回日の会議から多いにもめ 

ることとなったのである。 

原因としては，3年がこうしたことに不慣れ 

であり，その反面2年が妙に積極的であり収拾 

がつかなかった，といった点が挙げられる。当 

然その傾向は変わらず，これが若さか，と感じ 

てしまう程に（1歳しか変わらないが・・・） 

2年は意見を述べ，会議は毎回長引くこととな 

った0

しかし，それでも準備が無事に終わったのは， 

2年の積極性，慣れぬ仕事を懸命にこなそうと 

する委員長及び他の3年の努力に他ならない。 

当日，私は先発隊となったため，委員長の運 

転する車で現地まで行くことになったが，普段 

接している委員長が車を運転する姿はとても新 

鮮なものであった。委員長には悪いが，彼が運 

転する車は正直怖かった。助手席に乗っていた 

友人が悲痛な叫びをあげていたのをはっきり覚 

えている。やはり彼も怖かったらしい。ともあ 

れ道巾何も起こらず私が暗い曲（死んだ恋人の 

思い出に浸る内容）を延々流し，皆のテンショ 

ンを下げまくった事以外は平穏なものであっ 

た。（後で皆の撃楚を買いまくったが・・・） 

まもなく追分に着き，準備に取り掛かる。い 

よいよ委員にとっての本番である。会場整備を 

応用化学科3年 服部 淳司 

始め，次々と仕事があり，とても休まる暇はな 

かった。そうこうしているうちに時も過ぎ，懸 

念事項のひとつであるGM（グループミーティ 

ングの略称。某量産型MSではない）の時間が 

迫った。 

GMとは， 1年生数人が教授や助手，院生の 

方を交え談笑するといったものであり， 1年同 

士の交友を深めるきっかけ作りといった目的で 

行われているが，毎年院生の方から盛り上がら 

ないといった指摘があり，今年の委員の会議の 

半分はこれを盛り上げるためのものであったと 

いっても過言ではない。その結果，今年のGM

では例年にはない，ある工夫を設けることとな 

った。その内容については企業秘密だが，委員 

のなかで賛否両論であったその案は概ね良好で 

あり，まずまずの成功と言える結果となった。 

さて，次は懇親会について触れたいが，実を 

言うと私は早々に酔いつぶれており，あまり具 

体的な出来事は記憶していなかったりする。ま 

あ一般的な内容について述べておくと，これは 

初Hの夜に，先生方及び助手,院生の方々に委 

員が混じり，酒などを交えて談笑するといった 

もので，直接研究に関する話を聞けるめったに 
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ないチャンスでもある。それを酔いつぶれてど 車であったがそのときにはさして恐怖もなく， 

うする，と思うかもしれないがこれはこれでと そもそも技術そのものは至極まともなため，思 

ても良い思い出になった。なお，断片的な記憶 わず眠ってしまいもした。また途中パーキング 

によると，廊下で寝ていた私の足を誰かが踏ん にも立ち寄りささやかな旅行のような気分であ 

づけたことと（その犯人は後に発覚し，軽く報 った。こうして私のオリエンテーションは幕を 

復はした），ある先生が一人の女子と延々数時 閉じた。決して面白い行事とは思えないかもし 

問に渡って会話をしていたことは覚えている。 れない，だが当事者しか味わえない満足感，あ 

（何を話していたのだろう？） る種の楽しさを確実に感じていた。 

さて，話は二H目に移るが説明しなければな 実は今回，私は何の仕事をしたと，胸をはっ 

らないことがある。それは,応化は追分と相性 て答えられるものがない。当扶怠けていたわけ 

が悪いというジンクスのことである。何故かは ではないが私がやった仕事は雑用が主であり， 

知らないが，ここ数年応化が滞在する時に決ま 私にしか出来ない仕事というより誰でもできる 

って雨が降っているのである。何だその程度か， 仕事であった。そのため,最後に副委員長とし 

と思ってはいけない。参加した方はご存知だろ て恥ずかしくないように皆の努力を形あるもの 

うが，二日日のメインの行事にスポーツ大会が として残すという仕事を弓は受けることになっ 

ある。雨でそれが中止になるとこの日の日程は， たのである。 

「朝食は食べましたね。では帰りましょう。」と こういったものを書くのはあまり慣れていな 

いったとても寒い内容になってしまうのであ いため，書きたいことがちゃんと伝わるか不安 

る。そのため毎年委員は祈るような思いで二日 だが，これを読み私の感じたことをわずかでも 

[-Iを迎えることになるのである。 感じていただければ幸いである。 

結論から言えば雨は降らずにジンクスは崩れ 

た。しかし物理的にとことん寒い二口目であっ 

た。どれだけ寒いかというと，七年間地中で我 

慢して地上に出てきたセミが再び七日ほど地中 

に潜ってしまうほどである。軽井沢は冷えると 

聞いていた一年もまさか零下になるとは予想し 

ていなかったらしく，熱心にスポーツに燃える 

人以外はストーブ周辺に群がっており，冬を越 

すミツバチを連想させた。 

それからまもなく1年は帰りのバスに乗り込 

み，出発時の先発隊は帰りは後発となるため， 

彼らを見送り，簡単な反省会を終えやがて私達 

も追分を発った。当然帰りも委員長の運転する 
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最近腰をいため歩行困難の為，外出しにく 

い状況です。趣味の水墨画は続けております。 

山科 義彦（昭和10年卒・旧15回） 

歳をとりすぎて応化総会でも近しい顔が減り 

おら寂しき思い。会合には努めて出席を心掛け 

ているが，そろそろ若気をすてねばと思います。 

中岡 敏雄（昭和12年卒・旧17回） 

毎朝6時半NHKの 「皆んなの体操」「ラジ 

オ体操」をして居るので，ステッキの御世話 

になりません。毎週火曜日には日本棋院の市 

ケ谷本部で囲碁を楽しんで居ります。 

西片 兵衛（昭和12年卒・旧17回） 

四波寿会は今年も開催予定 

谷村 和一（昭和16年卒・旧22回） 

昔日の夢今いづこ 

人生反応是唯水（H20) 

有賀 元鷹（昭和17年卒・旧23回） 

50余年来相変わらず消火設備業務に携わって 

います。従来外国製品の導入には消防法規制の 

障壁突破に苦労して来ましたが，規制緩和の一 

環として最近当業界にも米国Conglomerateの 

Take-over bidが実現しました。米国製品の導入 

に追い風となるかと期待されます。 

犬塚 克己（昭和18年卒・工7回） 

老人会会長・初心者囲碁講師等で動き廻っ 

ております。腰痛で15年前にゴルフは休止， 

仕事ヒの必要とボケ防止で，目下パソコンに 

振り廻されています。 

高橋 礎信（昭和20年卒・燃1回） 

卒業時36名目下消息の判っている者6 名， 80才という峠にさしかかると，同窓I日友が 
クラス会の常連3名毎月第2木曜日1時から 次々に去り，寂しい限りですが，私,お蔭様 

大隈会館で開催しているのでこれをみた方は で元気に頑張っています。油絵を描く楽しみ 

出席して下さい。 につつまれながら。 

長津 幾（昭和16年卒・工4 回） 西 創平（昭和20年卒・旧26回） 

年老いて‘‘無為消光”の毎日です。楽しみ 昭和21年卒クラス回を平成14年5月16日 

に道楽の“謡曲”と“小唄”の稽古は現在も （木）に開催，場所，時間設定次第連絡致しま 
続けて居りますが，この年では少しも上達し す。幹事（正）橘谷・（副）西山 

ません。止むを得ませんね。 西山 尚男（昭和21年卒・旧27回） 
金久保 茂（昭和16年卒・工5回） 

年令（84才）の割には元気で，老人大学校 

友会のクラブ活動に参加したりして居ります。 

板倉 宗男（昭和16年卒・工5回） 

早春や 厳寒なおも 去り己まず 

広舗道 風に立ち舞う 花弁かな 

御苑前 穏か 爽やか 初夏の風 

堀の水 緑に青も 初夏来たり 

市の駅 一際目をも ペチュニア花 

（市一市ケ谷駅） 

斉藤 寅（昭和17年卒・旧23回） 

去る4 月，新宿のイタリア料理店でクラス 

会を開催。会後新宿御苑を散歩して解散しま 

した。卒業生29人の内,連絡のとれる者17人， 

出席者は10人でした。卒業後56年の実績です。 

出欠の返事に住所，氏名の書いていないのが 

2 人いました。 

中嶋 建太郎（昭和21年卒・旧27回） 

6年間，勤めさせて頂きましたガードマン 

の仕事を，今年から週1 --2 日の応援にして 

頂きました。 

金谷 謙介（昭和22年卒・旧28回） 
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「東ソー」を退社後はだらしないですが，老 ざします。 

人会の世話をしたり，ダンス，囲碁等専ら趣 吉岡 進（有志10) 

味を生かした生活をしています。しかし健在 

です。 最近俳句を始めました。 

伊藤 康寿（昭和23年卒・工12回） 友4 人300才の春ゴルフ 

河本 肇（昭和26年卒・新1回） 

平成3年から市の図書館に所属し，ボラン にしています。既に2 冊を刊行し，現在3 冊 

テイアで眼の不自由な人に読書の手伝いを面 目を執筆中です。 

と向って，或いはテープに録音してお手伝い 鴛測 公ニ（昭和26年卒・燃7回） 

しています。そして毎日1時間のウオーキン 

グを励行しています。 H13/3バブコツ日立（株）を定年退職し， 

日向 ー朗（昭和22年卒・燃3 回） 転居しました。某芸術大学美術科（通信制） 

に再入学しました。日曜画家からの飛躍をめ 

「東ソー」を退社後はだらしないですが，老 ざします。 

毎日新聞の論説委員を定年退職後，約15年 

つとめていた埼玉県衛短をやめ，目下は東武 AAセンター開設10周年を迎えました。在中 

厚生年金に籍を置き，ライフワークの論文 東8年間の四方山話をまとめて「中東見聞録」 

[21世紀を生きる」と取り組んでいます。 としました。10周年記念出版でもあります。 

小林 貞次（昭和23年卒・燃4 回） 化学的記事は“中東の鉱物”としてホンの 

少々。ご関心のある方はTelください（048-

空手関係の兵庫県の先生方，お世話になっ 832一7381) 

ている道場の先生方，父兄の方々に喜寿を祝 大野 正雄（昭和26年卒・新1回） 

空手関係の兵庫県の先生方，お世話になっ 832-7381) 

ている道場の先生方，父兄の方々に喜寿を祝 大野 正雄（昭和26年卒・新1回） 

っていただきました。人生25年の時代に生ま 

れ乍ら，又，有料老人ホーム入居まで，地名 現在の会社（日本原子力情報センター）に 

さえ知らなかった当地で，この様に祝ってい 勤務してから己に7年目となります。原子力 

ただき，生きる幸せを泌々感じました。会報 の逆風が強くなり,不景気に煽られて細々と 

64で吉田忠先生のご逝去を知り，稽古のため 仕事を続けて居ります。 

基礎実験の出席率が悪く，度々ご注意を受け 白木 朝康（昭禾ロ27年卒・新2回） 

たことを思い出します。心よりご冥福をお祈 

りいたします。 東京衛生病院禁煙会の会長などボランティ 

川口 史郎（昭和24年卒・旧30回） ア活動をしています。毎年中国をはじめ外国 

旅行など楽しんでます。 

元気で後2 年程度仕事をしていたいと思い 堤 健ニ（昭和27年卒・新2回） 元気で後2 年程度仕事をしていたいと思い 

ます。 

市ノ川 竹男（昭和24年卒・旧30回） 

78才を過ぎ老人病3 種とうまくつき合ひな 

がら何とか元気に過しています。但し往年の 

元気はとてもありません。 

白崎 正彦（昭和24年卒・燃5回） 

年令並に健康に過しております。年に5 -

6回はクラスメイトと会合して情報交換をし 

ています。 

横溝 敬治（昭和25年卒・旧31回） 

若い頃から書きためたエッセイをまとめ本 

学窓を出て49年，同期の友は全て70才をこ 

えました。早くこの世を去った友のためにも 

健康に留意し，母校がきびしい状況を克服し 

前進するのを楽しみにして応援したいと思っ 

てます。 

大杉 俊彦（昭和27年卒・新2回） 

音痴声でコーラスを，そして超下手くそな 

ゴルフを続け，元気で過しております。 

佐野 和夫（昭和27年卒・新2回） 

健康第一と留意しドライブ,旅行，読書， 

ビデオ収録鑑賞等，可及的に頭脳的な行動を 
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2月20環太平洋稲門会総会がハワイ，ホノ 

ルルで開催され出席しました。総会前の懇親 

ゴルフコンぺがカポレイで行われ，これに参 

加しました。現地で活躍の35年卒山本有道君 

も元気でプレイしました。 

岡本 喜久男（昭和28年卒・新3回） 

とる様，努力しています。 すが相変らず元気で楽しみ乍ら仕事を続けて 

岡本 敦巳（昭和27年卒・新2回） います。図面は苦手ですが，設計計算の方は 

若い人には負けない自身があります。 
2月20環太平洋稲門会総会がハワイ，ホノ 高野 不ニ雄（昭和30年卒・新5回） 

おかげで気ままで元気な毎日を過ごしてい 

ます。陶芸などやりながら粘士の化学の事な 

ど思い出します。 

池田 毅（昭和30年卒・新5回） 

1月に胃を手術，静養中です。 2 年前に自由人となり，色々な老人パーテ 

有浦 次海（昭和29年卒・新4 回） イに属し健康に気をつけ乍ら自由を求めて人 

生を楽しんで居ります。皆々様のご健勝と会 

平成12年3月に7年間勤務した鶴岡工業高 が盛大裡に開催されることを願って居ります。 

専門学校を大過なく終了し， 2 度目の定年 山内 清三（昭和30年卒・新5回） 

平成12年3月に7年間勤務した鶴岡工業高 が盛大裡に開催されることを願って居ります。 

等専門学校を大過なく終了し， 2 度目の定年 山内 清三（昭和30年卒・新5回） 

退官をいたしました。そこからも名誉教授の 

称号をいただきました。 最近時代に取り残されないようにインター 

阿部 光男（昭和29年卒・新4 回） ネットを始めました。デジカメの画像取り込 

み等で楽しんでおります。 

平成2年，NHKを定年退職，以後，年金と 古川 昭一（昭和31年卒・新6回） 平成2年，NHKを定年退職，以後，年金と 

アパート（グリーンハイツ）経営です。 

海野 景昭（昭和29年卒・新4 回） 

お蔭様で元気で有意義な毎日を送るよう勤 

めております。応用化学会・会員の皆様のま 

すますのご発展を祈り上げます。 

塚本 光彦（昭和29年卒・新4 回） 

定職を離れ10年になりますが年を経るごと 

に何かと忙しくなり（自動，他動を含め），こ 

んなものなのかと思う次第です。元気に過ご 

しております。 

飯田 栄一（昭和29年卒・新4 回） 

昨年10月ホームカミングデイで母校を訪れ， 

旧応化の建物を久しぶりに眺めたり，又,始 

めて時計台の中に入って感動しました。現在 

の理工学部キャンパスが対象外だったのは残 

念でした。 

柳瀬 昇（昭和31年卒・新6回） 

体力の衰えを感じる昨今・スポーツジムへ 

の精勤とボケ防止のための趣味（ITの学習と 

国内外の旅行等）に没頭して居ります。 

徳永 賢ー（昭和31年卒・新6回） 

同期生の現役が激減したのと引き換えに同 

小生，お蔭様にて，元気で学校法人工学院 期生と一緒に遊ぶ機会が増えました。元気で 

大学の役員などをしております。 働き，楽しく遊んでいます。 

山田 文昭（昭和29年卒・大2回） 脇坂 侃（昭和31年卒・新6回） 

日中交流事業に東奔西走しています。 母校理工総研の9階に居ます。相変らず砂漠 

宇佐美 盛爾（昭和30年卒・大3回） 緑化研究のため，中国の砂漠に通っています。 

川上 散（昭和31年卒・新6回） 

まだ現役で頑張っています。ますます元気 

です。総会のご成功をお祈り申し上げます。 

木村 札（昭和30年卒・新5回） 

現役でまだ頑張っています。 

石井 雅夫（昭和31年卒・新6回） 

もう間もなくエンジニアー生活50年になりま 今年の夏は北極点への船旅に参加。状況が 
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よければ地球のテッペンの氷上パーテイがや 6月28日定時株主総会を以って取締役退任， 

れるので楽しみにしている。学生時代からの 其の後は顧問の予定。 

カメラも相変らず続けている。 田中 達也（昭和33年卒・新8 回） 

乾 雄成（昭和31年卒・新6回） 

現在勤務している上記会社（東部配管）は 

6 月下旬の株主総会で退任の予定で，そのあ 

とは年金生活の予定です。 

大久保 明（昭和31年卒・新6 回） 

健康優先。養生訓①食べすぎない②運動不 

足にならない③ストレスから解放④体を冷や 

さない。地域社会での社会福祉法人の後援会 

役員として奉仕中。毎朝1時間の速足と入浴 

が日課。 

今年3月31日を以って，豊橋技術化学大学教 

授を定年退官しました。しばらく静養します。 

笠倉 忠夫（昭和33年卒・新8回） 

元気で山歩きをしています。 

関口 安貞（昭和33年卒・新8回） 

③ストレスから解放④体を冷や 2001年1月1日より全ての仕事から解放さ 

‘社会での社会福祉法人の後援会 れて自由の身となりました。42年間も会社生 

仕中。毎朝1時間の速足と入浴 活を続けられたのも，早稲田応用化学会の一 

員であったことが直接・間接に大きなプラス 

伊藤 諦（昭和32年卒・新7回） 

奥成 英輔（昭和33年卒・新8回） 

定年退職し，健康に気をつけながら第2 の 

人生を楽しませてもらっています。 化学，電気，電機，食品，機械，製薬，製 

丸山 博（昭和32年卒・新7回） 菓などの部門のクライアントと今でもお付き 

合いをいただいて，忙しく，元気にやらせて 

小生，年金と多少のアルバイトで平々凡々 もらっております。 

と過ごしています。 平山 利治（昭和33年卒・新8 回） 

小生，年金と多少のアルバイトで平々凡々 

と過ごしています。 

佐々木 幹幸（昭和32年卒‘新7回） 

元気に働いています。お蔭様で，昨年末， 

日本防炎協会より功労者の表彰を受けました。 

岡崎 寛一（昭和32年卒・新7回） 

13/3末をもって，大多喜ガス（株）を退社 

致しました。 

大谷 員夫（昭和32年卒‘新7回） 

目下，病気治療中です。同クラスの友人13

名のグループ会には出ています。 

松崎 久（昭和34年卒 新9回） 

プラスチック成形加工， 

カーボン複合材料， 

防錆塗料の製造・販売， 

コンクリート補修材の販売，をやってます。 

川本 昭夫（昭和34年卒・新9 回） 

工業経営化学コースS 32卒 宇佐美研究室 

第1期生‘‘黒カビによるクエン酸醗酵の研究” 退職後，森林生態，木工，山登り，サイク 

この度，新入会員になりました。よろしくお リング， ピアノ，植物画，フランス語と色々 

願い致します。 手を出して楽しんでいます。 

津田 実（昭和32年卒・新7回） 吉田 与ー郎（昭和35年卒・新10回卒） 

循環型社会構築の流れに乗って古紙の利用 あと1年で定年退職します。その後はどこ 

率（紙の中の古紙利用）も57% (2000年）に で何をしていることやら。 

達し，2005年度60％目標に向け種々活動して 小谷野 猪之助（昭和35年卒・新10回） 

います。ホームページ参照下さい。 

http】ノノwww.prpc.or.jp 一昨年秋退職, 12年余の単身赴任生活から 

高柳 晴夫（昭和33年卒・新8 回） 解放され目下郷里の山野を楽しんでいます。 

高橋 敦雄（昭和35年卒・新10回） 
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週2 回学部と大学院で講義をしいますが， 退職して3 年になります。地域のボランテ 

そろそろ趣味だけの生活に入りたいと思って イア活動に精を出し，土日もなくスケジュー 

います。そのためには先ずは健康です。 ルに追いまわされています0 家内と出がけな 

村上 昭彦（昭和35年卒・新11回） 旅行が唯一の楽しみです。 

奥川 賓（昭和36年卒・新11回） 

台湾の友人3名の出資にて化学，電子関連 

の輸出入・販売（商社）を経営しています。 会社退職後①（ェアロピ水泳）のジム活動 

水瀬 秀章（昭和36年・新11回） ②市民団体の環境問題の実行委員③パソコン 

のボランティア④町会の会計をやっており多 

人材紹介の仕事をしていて，更めて経済不 忙です。 

況の深刻さを実感しております。 深津 輝雄（昭和37年卒・新12回） 

中西 克夫（昭和36年・新11回） 

そろそろ身体にガタが出てきました。ゆっ た走 

くり山歩き，歴史探索などしたいと思います。 囲ョ 

堀内 弘雄（昭和32年・新11回） す。 

最近は仕事の傍ら，今まで仲々出来なかっ 

た趣味を楽しむ生活を拡げています。テニス， 

囲碁，コーラス…。少し手に余り始めていま 

小船 康男（昭和37年卒・新12回） 

甲陽建設工業と日鉱ェンジニアリングが合 

併し，日陽ェンジニアリングとなりました。 鈴木先生の御冥福をお祈りいたします。定 

小田 裕司（昭和36年・新11回） 年退職後2年余り，シニア・フリーターとし 

て自分にとって新しい分野に挑戦してみてい 

双六で上がってしまったのに，又，振り出 ます。 双六で上がってしまったのに，又，振り出 

しに戻ったように，新しい世界で働くように 

なりました。バーコード， 2次元コード，非 

西 敏史（昭和37年卒・新12回） 

接触ICカード，指紋認識等々の関係の業界団 昨年6 月退職し，久しぶりに，自由な時間 

体です。 を満喫しています。 

岡野 毅（昭和36年・新11回） 佐藤 東助（昭和37年卒・新12回） 

2001,4,20日立嘱託任期満了を機に，出向先 

の（社）科学技術と経済の会を退職しました。 

日立市内の自宅に戻り，オーケストラ活動等， 

趣味の深耕に努めたいと存じます。 

戸波 宗彦（昭和36年卒・新11回） 

昨年12月，王寺製紙（株）を退社しました。 

田島 功統（昭和36年卒・新11回） 

毎日，囲碁を中心に楽しく過しています。 

又，旅行も年2 回のペースで海外旅行をして， 

精々見聞を広めるように努めています。 

志村 輝明（昭和37年卒・新12回） 

防犯用，バックモニター用などに使用する 

デジタルカメラの事業を始めました。 

山口 靖正（昭和37年卒・新12回） 

SOH0運動の取入れで昨年8 月より自宅へ 自宅で技術文献の翻訳等をやっています。 

オフィスを移しました。 今年は一寸大きな仕事が舞い込み結構多忙で 

吉沢 義男（昭和36年卒・新11回） す。 

H13年3 月末 大日本インキ化学工業（株） 

を定年退職。応化36年卒のゴルフ同好の会 

「わくわく会」発足，4月19口に津久井湖GC

でコンぺ，14名参加。 

岩井 義昌（昭和36年卒・新11回） 

平川 揚ニ（昭和37年卒・新12回） 

日揮と離れ，小さな会社ですが，石油プラ 

ントに関するプロジェクトエンジニアリング 

を昔からの仲間と一緒にやっております。 

王 義雄（昭和38年卒・新13回） 
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平成12年7月より関東珪曹硝子（株）に変 

更になりました。千葉県と茨城県に近い鹿島 

コンビナートの小さな会社ですが，単身赴任 

で頑張っております。 

吉田 喜明（昭和38年卒・新13回） 

本年3月31日に文部科学省無機材質研究所 

を退職致しました。月下無職です。 

木村 茂行（昭和38年卒・新13回） 

所得倍増論の時代にガムシャラに働いた年 ました。 

代の人達（私もその一人）が舞台から去って， 宮島 猛男（昭和41年卒・新16回） 

日本はこれから新しい時代ににどう対処して 

ゆくのでしょうか。観覧席にまわってはいる 健保組合に加え厚生年金も担当することに 

ものの役に立つことがあれば支援してあげた なりました。どちらも財政状況厳しく四苦八 

いという思いもあるこの頃です。 苦しています。少子高齢化時代を迎え社会保 

高野 敏明（昭和38年卒・新13回） 険制度の抜本改革が焦眉の急となっています。 

宮岡 寛（昭和41年卒・新16回） 

車,HEV等に貢献できる日がくるのを楽しみ 

にしています。 

戸井田 努（昭和41年卒・新16回） 

3月末を以って日本石油（株）からはなれ， 

ボランテイア（日本社団法人c.I.s.v協会）に 

身を入れてます。 

比留間 哲生（昭和41年卒・新16回） 

昨年前勤務先, 日本コカコーラを退職致し 

ました。 

宮島 猛男（昭和41年卒・新16回） 

日本ゼオン（株）を定年退職致しました。 

尾形 浩一（昭和39年卒・新14回） 会社に入って35年。今度記念品がもらえま 

す。我ながら良く勤めていると思います。と1

三井化学（株）を定年退職し，阿部電材 年半で定年。そこまでやったらほめてやろう 

（株）という会社にて，また働いております。 と心待ちしています。 

岡部 雅美（昭和40年卒・新15回） 大木 延彦（昭和41年卒・新16回） 

5 月一杯で日本ゼオン（株）を定年退職致 

します。 

竹内 荘ー郎（昭和40年卒・新15回） 

触媒及び触媒製造技術をもって燃料電池， 

大学独法化を控えて，大学変革の波がおし 

よせてきていますが何をどう変えて，何を変 

えてはいけないのかが問われてているという 

ことでしょうね。 

長田 義仁（昭和41年卒・新16回） 

お知らせ 

応用化学科教授の宇佐美先生は8 月27日にめでたく古希を迎えられ，本年 

度末（来年3 月末）で退職されることになりました。先生は教育や研究活動 

だけでなく, 4期8年にわたり理工学部長として大学の発展にも大きく貢献 

されてきました。 

字佐美先生の最終講義 「早稲田とともに わが人生」は， 

平成14年2月1日（金）16 】20~ 

に大久保キャンパス57号館201教室で開催される予定です。 

なお，「宇佐美先生の古希をお祝いする会」 は，3月9日（土）18 】叩～ 

リーガロイヤルホテル早稲田で予定されています。 
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「三日会」だより 

第四回「三日会」開催報告 

去る3月3日，理工学部大久保キャンパスにて第四回の 「三日会」が開催されました。「反応晶 

析によるカプセル型蓄熱システムの効率改善」（平成12年度 化学工学会 技術賞 受賞）と題し 

た講演を応用化学科教授平沢先生にしていただきました。。 

講演会のあとは，55号館テクノロジーサロンにて恒例の懇親会を開催し，大変に盛り上がりま 

した。 

第五回「三日会」のこ案内 
（工場見学会と講演会，懇親会） 

応用化学会の正式な事業活動として「三日会」が運営されて二年が経過しました。 

第五回の「三日会」lポド記要領にて11月初旬に開催することになりました。今回は工場見学と 

講演会，懇親会を企画してますので，皆様ふるってご参加下さいますようお待ちしています。 

日時】平成13年11月5 口（月）午後3時～ 

6時 

場所：コニカ（株）東京事業所 日野 

会費】懇親会費用として3000円 

内容】1‘講演会（説明会） 

2．工場見学 

3．懇親会 

集合時間と場所】 

東京事業所 日野正門前 

11月5日（月）午後2 】45集合 

交通機関】JR中央線で日野か八王子で下申 

①日野駅下車→改札左手のバスターミ 

ナル1番乗り場のバスに乗車→停 

留所4つ目，「コニカ前」下車 

(2）八王子下車→北口バスターミナル2 番乗り場の 

ニカ前」下車 

乙
 

「日野駅行」乗車→停留所9つ目，「コ 

参加を希望される方は，準備の都合上，お名前，卒業年度，ご連絡先等をハガキ，FAX または 

Eメールにて事務局石橋までお知らせ下さい。 

連絡先 

早稲田応用化学会事務局 TEL 】03-3203-4141 （内線73-5253) 

〒 169-8555 F A X : 03-5256-3892

東京都新宿区大久保3-4-1 Eメール】oukakai@mn.waseda.ac加 

早稲田大学理工学部内 
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会務報告 

平成13年度第1回役員会 
日 時 平成13年5月21日（木）16~ 17

会 場大隈会館 305室 

出席者22名 

議 案1．平成12年度事業報告の件 

1）庶務，2）会計 

2．平成13年度事業計画及び予算案に関する件 

総会，講演会へ若い人が参加しやすい方法を考える。 

以上，審議の結果，承認された。 

平成13年度定期総会 
日 時平成13年5月21日（木）17 - 17:30

会 場 大隈会館 201, 202室 

出席者56名 

司 会清水（功）庶務理事 

議 案1．平成12年度事業報告承認の件 

2．平成12年度収支決算報告承認の件 

3．平成13年度事業計画並びに予算案承 

認の件 

以上，審議の結果，満場一致で承認可決 

講演会17 】30 ~18 】50

1．演題】「有用な生理活性物質全合成 

と開発」 

講師】竜田邦明学科主任教授 

2．演題】「早稲田大学の技術移転活動」 

講師】野尻昭夫教務部参与（新14) 

懇親会 大隈会館 301, 302, 303室 

18 : 50 --20 : 30

3 ．名誉会員推薦の件 

4．企業ガイダンスの件 

5．その他 

名誉会員になられた方

土田 英俊 名誉教授 

会費免除を承認された方

大原 敬一氏 飯田 寿祥氏 

浜田 盛重氏 遠山俊二郎氏 

椿 孟 氏 甲斐 久勝氏 

浦上 良文氏 計 7名 

会
案
 

司
議
 

一二でこら 

ご逝去 

桧垣 一彦殿（新3回） 

矢部 進殿（旧17回） 

市川 義雄殿（旧21回） 

越原 誠殿（新1回） 

青木拘次郎殿（旧14回） 

中庭 幹雄殿（新3回） 

北村 敏雄殿（燃4 回） 

平成12年lJJ

平成13年2 月20日 

平成12年2 月 

平成13年2 月21日 

平成12年6 月24日 

平成13年3月1日 

平成12年6 月 

米津 新松殿（旧16回） 平成13年3 月24日 

近藤健一郎殿（新19回） 平成12年6 月24日 

水越 満殿（新22回） 

大塚欣二郎殿（旧16回） 平成12年9月5 日 

松岡 巌殿（工7回） 平成12年10月 

清水 一朗殿（旧25回） 平成12年12月6 F! 

秋山 清隆殿（旧30回） 平成13年1月15 H

成

成

成

成

 

平

平

平

平
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平成12年度 会計報告 

収 支 決 算 表 （平成12年4月1日～平成13年3月31日） 

収 入 支 出 
摘 要 金 額 摘 要 金 額 

前 年 度 繰 越 金 又1,795
簿
 

生
査
 

成
 

会
絡
 

会
名
集
学
調
集
支
用
事
雑
繰
 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
 

報
作
会
部
連
金
部
品
務
 

越
 

4,381,512
正 有志会員会費 6,792,000 0
学 生 会 員 会 費 1,326,000 413
寄 付 金 0

,893
144,526

利 息 9,677 0
広 告 代 
雑 収 入 

0
675,000

125,740
150,000

運営資金取り崩し 0 16,711
名 簿刊行積立金 0 3,781,688

35,325
295,077

（合 計） 9,344,472 （合 計） 9,344,4刀 

貸 借 対 照 表 （平成13年3月31日現在） 

借 方 貸 方 
摘 要 金 額 摘 要 金 額 

現 金 93,437 運 営 資 金 5,970,000
郵 便 振 替 1,632,160 基 金 1,890,000
銀行普通預金（利息） 293,684 名簿刊行積立金 1,050,000
銀 行 普 通 預 金 1,268,039 前納会費預 り 金 7,039，刀5
銀 行 定 期 預 金 12,987,462 所 得 税 預 り 金 29,980

次 期 繰 越 金 295,077
（合 計） 16,274,782 （合 計） 16,274,782

平成13年度予算案 

収 入 支 二 lII
摘 要 金 額 平成12年度実績 摘 要 金 額 平成12年度実績 

前年度繰越金 295,077 541,795

簿
 

生
査
 

成
 

会
絡
 

会
名
集
学
調
集
支
用
事
雑
繰
 

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
金
 

報
作
会
部
連
金
部
品
務
 

越
 

3,200,000 4,381,512
正有志会員会費 6,500,000 6,792,000 0 0
学 生会員会費 1,200,000 1,326,000 500,000 413,893
寄 付 金 0 0 200,000 144,526

利 10,000 9,677 0 0
広 告 代 
雑 収 入 

0
194,923

0
675,000

150,000
150,000

125,740
150,000

運 営資金取崩 0 0 50,000 16,711
3,800,000 3,781,688

50,000 35,325
100,000 295,077

（合 計） 8,200,000 9,344,472 （合 計） 8,200,000 9,344,472
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編 集 後 記 

本号は故鈴木晴男先生の追悼号となりました。 

表紙の豊明館時代（9号館といった）最後の頃， 

鈴木先生は学科講義の他に学生実験の指導もさ 

れていました。実験前の説明は，具体例を交え 

てやさしく，また非常に解りやすいもので，企 

業に入って大変役に立ったことをおぽえていま 

す。ここにあらためて先生の御冥福をお祈り申 

し上げます。 

今月号より折り込み広告を入れることになり 

ました。早稲田応用化学会の会員の皆様に向け 

たものとなっています。皆様の中で同じように 

広告折り込みを希望される方は事務局までご連 

絡下さい。（石橋） 

・”、‘”、“、り、ら叫、ら、どいどン、c万、ぐ，、・，、で，、t’ン、ら、ぐ，、に，、ぐ，、ぐい 

役 員 

（会長） 

棚橋糸屯一 

（庶務理事） 

大林秀仁 

清水功雄 

（副会長） 

竜田邦明 （会計理事） 

長谷川 吉弘 菅原義之 

里見多一 

（監事） 

清水常一 

本田尚士 

（編集理事） 

藤本瞭一 

木野邦器 

今号の表紙絵 

e記，．里コ』二～ 

，勢きご＃緯 
Iエ714奥九， 

豊明館 

応用化学科実験室（豊明館）は当時の財界の長老森 

村市佐衛門翁の主宰する森村豊明会の寄附により作ら 

れた（大正7年）。その後関東大震災で焼出したが，昭 

和11年11月1日に再建，俊工され，現在は国際部の施 

設として使用。 

（理事～学外） 

小松原道彦 

二瓶公志 

亀井邦明 

坪井彦忠 

三田宗雄 

保坂幸宏 

渋谷敬一 

峰島三千男 

藤城光一 

池内晴彦 

井上成之 

石橋陣彦 

ら、う、ら、で与叫叫叫叫叫、 

（理事～学内） 

宇佐美昭次 

平田彰 

土田英俊 

菊地英一 

酒井清孝 

逢坂哲蒲 

西出宏之 

黒田一幸 

平洋泉 

桐村光太郎 
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